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安全のために必ずお守りください

絵表示について
この取扱説明書、取付説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使い
いただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、
いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。

■ 表示内容を無視して、誤った使いかたをしたときにおよぼす危害や損害の程度を次の表示

で区分し、説明しています。

■ お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

注意 この表示の欄は、「人が傷害を負う可能性が想定される内容お
よび物的損害のみの発生が想定される内容」を示しています。

警告 この表示の欄は、「人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ
れる内容」を示しています。

このような絵表示は、注意 (警告を含む) しなければならない内容です。

このような絵表示は、禁止 (やってはいけないこと) の内容です。

このような絵表示は、必ず行っていただく強制の内容です。
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安全上のご注意（別冊の「安全上のご注意」もお読みください。）

画面が映らない、音が出ないなどの故障の状
態で使用しないでください。必ずお買い上げ
の販売店にご相談ください。そのままご使用
になると事故・火災・感電の原因となります。

故障のまま使用しない

警告

万一、煙が出る・変なにおいがする・内部に
異物が入った・水がかかったなど異常が起こ
りましたら、ただちに使用を中止し、必ずお
買い上げの販売店にご相談ください。そのま
まご使用になると事故・火災・感電の原因と
なります。

異常のまま使用しない

ヒューズを交換するときは、必ず表示された
規定容量のヒューズをご使用ください。規定
容量以上のヒューズを使用すると、火災の原
因となります。

ヒューズは規定容量のヒューズを使用する

規定容量の
ヒューズを

[異常時の処置]

運転中に操作をしない
画面を長く見る必要がある複雑な機能は、自
動車の運転中に操作をしないでください。前
方不注意となり交通事故の原因となります。操
作は、必ず安全な場所に車を停車させて行っ
てください。また運転中、画面を注視する時
間は必要最低限としてください。

[使用方法]
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本書のみかたはじめに

1
本書のみかた
本書は、MDやラジオ、マルチCDなどの基本的な操作を説明する「ここだけ読めばすぐ使えま
す」の項目と、ファンクションボタン／オーディオボタン／DSPボタンを使って操作する項目に
分かれています。
お買いあげ後、まずお使いになりたいときは「ここだけ読めばすぐ使えます」の項目をお読みく
ださい。MDやラジオ、マルチCDなどの操作を流れに沿って説明しています。便利な機能を使
いたいときや、音質を調整したいときなどは、「内蔵MDでMDを聞く」、「ラジオを聞く」や「内
蔵DSPで音を調節する」などの項目をお読みください。知りたい項目がすぐに分かるようになっ
ています。

ページ内の構成
本書は、操作方法などが分からなくなった場合に、知りたい項目を探しやすいように構成されて
います。
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注意マーク
安全のために、必ず守っていただきたいことです。操作を行うときに注意していただきたいことや、本機の
性能を維持するうえで注意していただきたいことについて説明します。

用語説明マーク
本機を使用する上で、知っておくと便利な用語などについて説明します。

メモマーク
操作をするうえで注意すべきことや操作上のヒント、便利な使い方などについて説明します。



は
じ
め
に

10

本機の特長はじめに

2
本機の特長
本機「MEH-P070」は、洗練されたスタイ
ルに数々の高音質機能を搭載した、MD／
チューナー・DSPメインユニットです。
本機「MEH-P070」は、操作性に優れたデ
ザインを採用、通常のMDやラジオの操作だ
けでなく、さまざまな機能を簡単な操作で行
うことができます。
同時に、マルチカラーディスプレイの採用に
より、優れた視認性とインターフェースを提
供、車室内を彩ります。

本機「MEH-P070」に搭載された、「オート
タイムアライメント&イコライジング（Auto
TA&EQ）」、およびDSPによって、車内を最
適な音響空間にします。
本機「MEH-P070」と、DSPユニット
「DEQ-P9（別売）」、およびパイオニア製
DVDプレーヤー（別売）を組み合わせるこ
とで、手軽に5.1chマルチチャンネルシステ
ムを構築できます。

DSPとは
●DSPは、「Digital Signal Processor」の略です。
DSPを使うことで、細かな音の調節が可能にな
ります。

ドルビープロロジックIIについて
当社の5.1 ch対応・DSPユニット (「DEQ-
P9」) を組み合わせると、5.1チャンネルで
収録された映画／音楽のDVDを臨場感豊か
に再現することができます。

Dolby、ドルビー、Pro Logic及びダブルD
記号はドルビーラボラトリーズの商標です。

本機のおもな機能

MDプレーヤー
-MDLP（長時間録音MD）再生対応
(�はじめに 3 12ページ)

-MDグループディスク再生対応
(�はじめに 3 12ページ)

-再生中の曲やグループを繰り返し再生する
「リピート」機能 (�内蔵MD 3 29ページ)

-いつもと違う曲順で再生する「ランダム」
機能 (�内蔵MD 4 29ページ)

-全曲の最初の10秒ずつを再生して曲を探
す「スキャン」機能
(�内蔵MD 5 30ページ)

-再生を一時停止する「ポーズ」機能
(�内蔵MD 6 31ページ)

-MDに収録されたタイトルを表示
(�内蔵MD 1 28ページ)

FM／AMラジオ
-お好みの放送局を本体に登録する
「プリセットメモリー」機能
(�ラジオ 1 32ページ)

-複数の放送局を一度に登録する「BSM
（ベストステーションズメモリー）」機能
(�ラジオ 2 32ページ)

-放送局名表示 (�ラジオ 5 35ページ)
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マルチCDプレーヤー
（別売のマルチCDプレーヤー接続時）

-再生中の曲やディスクを繰り返し再生する
「リピート」機能 (�マルチCD 2 37ページ)

-いつもと違う順で再生する
「ランダム」機能 (�マルチCD 3 37ページ)

-最初の10秒ずつを再生して曲を探す
「スキャン」機能 (�マルチCD 4 38ページ)

-再生を一時停止する「ポーズ」機能
(�マルチCD 9 41ページ)

-聞きたい曲だけ再生する「ITS再生」機能
(�マルチCD 6 40ページ)

-CDにタイトルを入力する「タイトル入力」
機能 (�マルチCD a42ページ)

-ディスクに入力したタイトルを表示
(�マルチCD b 44ページ)

-「CD TEXT」に登録されたタイトルを表示
(�マルチCD b 44ページ)

-タイトルを見て曲／ディスクを探す
「タイトルリスト」機能
(�マルチCD c45ページ)

-音質を調整する「COMP切り換え」機能
(�マルチCD d 46ページ)

内蔵DSP
-音量バランスを調節する
「フェーダー／バランス」機能
(�音の調節 1 3 50ページ)

-音にメリハリをつける
「ラウドネス」機能
(�音の調節 1 4 50ページ)

-サブウーファーのコントロール
(�音の調節 1 5 51ページ)

-各ソースの音量をそろえる「SLA」機能
(�音の調節 1 a55ページ)

-簡単な操作で車内音場を計測、最適化する
「オートタイムアライメント・イコライザー
（Auto TA&EQ）」機能
(�音の調節 1 k 64ページ)

-きめ細かい音質調整を実現する
「イコライザー詳細調整」機能
(�音の調節 1 d 57ページ)

-音場の中心で聞く「リスニングポジション
選択」機能 (�音の調節 1 e58ページ)

-演奏会場を再現する「SFC/BBE」機能

(�音の調節 1 i62ページ)

-騒音に合わせて自動的に音量を調節する
「ASL」機能 (�音の調節 1 j63ページ)

別売DSP （「DEQ-P9」接続時）
-音量バランスを調節する
「フェーダー/バランス」機能
(�音の調節 2 3 70ページ)

-簡単な操作で車内音場を計測、最適化する
「オートタイムアライメント&イコライジン
グ（Auto TA&EQ）」機能
(�音の調節 2 j86ページ)

-きめ細かい音質調整を実現する
「3バンドパラメトリックイコライザー」機能
(�音の調節 2 e80ページ)

-演奏会場を再現する「SFC」機能
(�音の調節 2 h 84ページ)

-リスニングポジション設定
(�音の調節 2 f81ページ)

-ドルビープロロジックII設定
(�音の調節 2 g82ページ)

-ダイナミックレンジコントロール機能
(�音の調節 2 b 78ページ)

-ダウンミックス機能
(�音の調節 2 a77ページ)

その他の機能
-時計表示 (�便利な機能 2 98ページ)

-交通情報受信 (�便利な機能 3 99ページ)

-AUX（外部機器）接続対応
(�初期設定 4 91ページ)

-リモートコントローラー対応
(�はじめに 9 19ページ)



は
じ
め
に

12

リモコンの準備

付属のリモコンを使うための準備です。

リモコンに電池を入れる
リモコンを裏返し、電池ホルダーを取り出し
て、リチウム電池 (CR2025) をª側を上に
してセットします。

リモコンの操作可能範囲が狭くなったとき
は、新しい電池と交換してください。

リモコンの取り扱い上のご注意
●リモコンを直射日光の当たるところに長時間放
置すると、高温により変形・変色したり、故障
する恐れがあります。使用しないときは、直射
日光の当たらないところに保管してください。

●本体に直射日光が当たっていると、リモコンを操
作できないときがあります。このようなときは、
本体にリモコンを近づけて操作してください。

●付属の電池は充電できません。
●リモコンを長い間使わないときは、電池を取り
出してください。取り出した電池は、幼児の手
の届かないところに保管してください。

●電池の液もれが起こったときは、内部に付いた
液をよくふき取ってから、新しい電池と入れ換
えてください。

●不要となった電池を廃棄する場合は、各地方自
治体の指示 (条例) に従って処理してください。

はじめに

4ご使用になる前にはじめに

3
バッテリー上がりを防ぐために
本機をお使いになるときは、必ず車のエンジ
ンをかけてください。

また、本機が電源OFFのときでも、車の
エンジンを止めた状態で長時間、車のイグ
ニッションスイッチをON (またはACC) にし
ないでください。バッテリーが上がる恐れが
あります。

50枚型マルチCDプレーヤー
の使用について
本機に、50枚型マルチCDプレーヤーを接
続できます。ただし、本機では、50枚型マ
ルチCDプレーヤー特有の機能の操作はでき
ません。本機で操作できるのは、本書に記載
されている機能だけです。また、タイトルリ
ストには切り換わりません。

長時間録音されたMDの再生
について
本機は、長時間録音されたMD（MDLP）の
再生に対応しています。

MDLPについて
●MDLPとは、「Mini Disc Long-Play mode」の
略です。MDへ記録するデータの圧縮率を高め、
記録可能時間を2倍または4倍に拡張する記録
方式です。

MDグループディスク再生に
ついて
MDに収録されている曲を「グループ」とし
て登録したディスクを「MDグループディス
ク」と呼びます。本機は、MDグループディ
スクの再生に対応しています。MDグループ
ディスクを再生している場合、グループ名を
表示したり、お好みのグループだけを再生し
たりすることができます。
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フロントパネルの取り外しかた／取り付けかた

本機のフロントパネル部は、音響特性測定用マイクを接続するために取り外すことができます
（デタッチャブル機構）。

はじめに

5

フロントパネルの取り外しかた

ボタンを押す

フロントパネルを開けます

フロントパネルの左側を持って
フロントパネルを取り外す

フロントパネルが外れます

ご注意
●Auto TA&EQ (�音の調節 1 k 64ページ)を
行うときは、フロントパネルを取り外した後に
音響特性測定用マイクをマイク挿入口に差し込
んでください。

●フロントパネルを取り外した状態でも音声は出
力されますが、操作を行うことができません。
本機を操作するときは、必ずフロントパネルを
取り付けて行ってください。

●本機でAuto TA&EQを行うとき以外は、フロン
トパネルを固定してお使いください。(�取付説
明書)

フロントパネルの取り付けかた

フロントパネルを
本体に押しつける

フロントパネルの下部を、本体のリリー
ス部と合わせて押しつけると、フロント
パネルが付きます

フロントパネルの取り扱い上のご注意
●フロントパネルを無理に引いて取り外さないで
ください。

●取り外し、取り付けの際に、ディスプレイやボ
タンを強く持たないでください。

●落とす、ぶつけるなどの強い衝撃を与えないで
ください。故障することがあります。

●分解しないでください。
●ベンジンやシンナーなどの揮発性の薬品をかけ
ないでください。

●汚れたときは、きれいな乾いた布で拭いてくだ
さい。その場合に、フロントパネルおよび本体
の端子部を触らないようにしてください。接触
不良の原因となることがあります。

フロントパネル

1

フロントパネル

2

1
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サブウーファーの設定について

本機にサブウーファーを組み合わせている場合、本機を使ってサブウーファーの設定ができ
ます。

サブウーファーの接続方法やシステムによって、サブウーファーの設定方法は大きく異なりま
す。次の表に従い、お手持ちのシステムに合わせて、正しいサブウーファーの設定を行ってく
ださい。

はじめに

6

5.1 ch 対応・DSP ユニット
「DEQ-P9」を接続している。

外部アンプを
接続している。

タイプ 1 タイプ 2 タイプ 5タイプ 4

NO

YES

NO

NO

YES

NOYES

サブウーファーを
接続している。

サブウーファーを
接続している。

NO

YES

YES NO YES

パワードサブウー
ファーを接続して
いる。

タイプ 3
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タイプ1
※入力レベルコントロール付きパワーアンプ
を接続している場合は、入力レベルコント
ロールを「推奨位置」に設定する。

※ローパスフィルター付きパワーアンプの場
合は、ローパスフィルターをOFFに設定す
る。パワードサブウーファーの場合は、遮
断周波数を最も高い値に設定する。

1.スピーカー設定モードで、スピーカーの有
無を設定する（SWはONに設定）
(�音の調節2 4 70ページ)

2.リスニングポジションをF/LまたはF/Rに設
定する
(�音の調節2 f81ページ)

3.Auto TA&EQを行う
(�音の調節2 j86ページ)

4.微調整が必要な場合は、各メニューで微調
整を行う (�音の調節2 1 68ページ)

タイプ2 1.スピーカー設定モードで、スピーカーの有
無を設定する（SWはOFFに設定）
(�音の調節2 4 70ページ)

2.リスニングポジションをF/LまたはF/Rに
設定する
(�音の調節2 f81ページ)

3.Auto TA&EQを行う
(�音の調節2 j86ページ)

4.微調整が必要な場合は、各メニューで微調
整を行う (�音の調節2 1 68ページ)

タイプ3
※入力レベルコントロール付きパワーアンプ
を接続している場合は、入力レベルコント
ロールを「推奨位置」に設定する。

※ローパスフィルター付きパワーアンプの場
合は、ローパスフィルターをOFFに設定す
る。パワードサブウーファーの場合は、遮
断周波数を最も高い値に設定する。

1.初期設定モードで、RCA出力設定をSWに
する
(�初期設定 7 93ページ)

2.リスニングポジションをF/LまたはF/Rに設
定する
(�音の調節1 e 58ページ)

3.Auto TA&EQを行う
(�音の調節1 k 64ページ)

4.微調整が必要な場合は、各メニューで微調
整を行う (�音の調節1 1 48ページ)

タイプ4
※入力レベルコントロール付きパワーアンプ
を接続している場合は、入力レベルコント
ロールを「推奨位置」に設定する。

※ローパスフィルター付きパワーアンプの場
合は、ローパスフィルターをOFFに設定す
る。

1.初期設定モードで、RCA出力設定をRear
にする
(�初期設定 7 93ページ)

2.リスニングポジションをF/LまたはF/Rに設
定する
(�音の調節1 e 58ページ)

3.Auto TA&EQを行う
(�音の調節1 k 64ページ)

4.微調整が必要な場合は、各メニューで微調
整を行う (�音の調節1 1 48ページ)

タイプ5 1.初期設定モードで、RCA出力の設定をSW
にする
(�初期設定 7 93ページ)

2.リスニングポジションをF/LまたはF/Rに設
定する
(�音の調節1 e 58ページ)

3.Auto TA&EQを行う
(�音の調節1 k 64ページ)

4.微調整が必要な場合は、各メニューで微調
整を行う (�音の調節1 1 48ページ)
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本機に、5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-P9」を接続した場合、本機に内蔵のオーディオ調整
機能の代わりに、5.1ch・DSPユニット「DEQ-P9」内蔵のオーディオ・DSP調整機能が使用で
きます。

本機に内蔵のオーディオ調節機能で使用できる機能と、5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-P9」
を接続したときに使用できる機能は次の対応表のとおりです。

内蔵DSP DEQ-P9
音量バランス調節 ○ ○
タイムアライメント選択 ○ ○
タイムアライメント調節 ○ ○
ラウドネス ○ ×
イコライザー ○ ○
イコライザーニュアンス調節 ○ ×
サブウーファー設定 ○ ×
サブウーファー調節 ○ ×
サブウーファースロープ調節 ○ ×
フロントハイパスフィルター設定 ○ ×
フロントハイパスフィルター調節 ○ ×
リアハイパスフィルター設定 ○ ×
リアハイパスフィルター調節 ○ ×
SFC ○ ○
ASL ○ ×
SLA ○ ○
リスニングポジション ○ ○
ドルビープロロジック II ○×
ドルビープロロジック II ミュージックモード調節 ○×
ダウンミックス ○×
DRC ○×
ダイレクト ○×
オートイコライザー選択 ○○
スピーカー設定 ○×
クロスオーバー周波数設定 ○×
スピーカーレベル設定 ○×
テストトーン ○×
3バンドパラメトリックイコライザー ○×
オートタイムアライメント&イコライジング ○ ○

5.1ch対応・DSPユニットの使用についてはじめに

7

メモ
●効果的に音の調節を行うための順序は、「音質調
整 (� 音の調整 1 1 48ページ)または (� 音
の調整 2 1 68ページ)」をご覧ください。
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本機のディスプレイには、操作ガイド（サイバーサイン）が表示されます。操作の誘導を行いま
すので、操作に迷うことがありません。

動作可能なボタンの操作が表
示されます。

操作ガイド（サイバーサイン）についてはじめに

8

表示の例 内　容

a/b/c/dボタンを押して操作できます。

a/bボタンを押して操作できます。

また、FUNCTIONボタンを押して機能を

切り換えることができます。

a/b/c/dボタンを押して操作できます。

また、AUDIOボタンを押して機能を

切り換えることができます。

c/dボタンを押して操作できます。

また、DSPボタンを押して機能を

切り換えることができます。
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各部のなまえはじめに

9

本体 (クローズ時)

本体 (オープン時)

EJECTボタン　
イジェクト

MD挿入口D

音響特性測定用マイク挿入口

5/∞/2/3ボタンVOLUME
ボリューム

SOURCEボタン
ソース

EQボタン
イコライザー

AUDIO ボタン
オーディオ

DISPLAY ボタン
ディスプレイ

FUNCTIONボタン
ファンクション

BANDボタン
バンド

T.INFOボタン
トラフィックインフォメーション

1～6のボタン

OPEN ボタン
オープン

DSP ボタン
デジタルシグナルプロセッサー



リモコン
本体と同じなまえのボタンは、本体のボタンと同じ働きをします。
ATTボタンは、リモコンにだけ付いているボタンです。

(� 便利な機能 4 99ページ )ATTボタン
アッテネーター

VOLUME
ボリューム

BANDボタン
バンド

FUNCTIONボタン
ファンクション

AUDIOボタン
オーディオ

5/∞/2/3 ボタン

押すごとにソースが次のように
切り換わります。
マルチDVD/1 枚型 DVD→ 1枚型CD
→マルチCD→電源OFF
→マルチDVD/1 枚型 DVDに戻る

押すごとにソースが次のように
切り換わります。
内蔵MD→ AUX ( 外部機器 )
→電源OFF→内蔵MDに戻る

押すごとにソースが
次のように切り換わります。

ラジオ (FM/AM) →テレビ
→電源OFF→ラジオに戻る

押すごとにアッテネーターが ON/OFF
します。アッテネーターがONのときは、
音量が約 1/10 になります。

CDボタン
MDボタン

チューナーボタン

は
じ
め
に
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メモ
●別売のステアリングリモートコントロールユ
ニット「CD-SR100」 (以下、ステアリング
リモコン)で本機を操作することもできます。
ただし、この場合は、一部リモコンでは操作
できない機能があります。

●ステアリングリモコンの操作のしかたや取り
扱いについては、ステアリングリモコンの説
明書をお読みください。



VOLUME
ボリューム

SOURCEボタン
ソース

この操作で使用するボタン

こ
こ
だ
け
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ここだけの操作で、本機を使用することができます。

使うボタンは、 (SOURCE) とVOLUMEの2つです。

基本的な操作　●電源を入れる／切る　● ソース切り換えここだけで

1

ソースを切り換える2
(SOURCE) ボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切

り換わります。

ラジオ (FM/AM)

テレビ ( 別売 )

AV ( 別売 )

マルチDVD/1 枚型 DVD ( 別売 )

1 枚型 CD ( 別売 )

内蔵MD

マルチCD ( 別売 )

External 2
( エクスターナルユニット 2) ( 別売 )

External 1
( エクスターナルユニット 1) ( 別売 )

AUX
( 外部機器 ) ( 別売 )

電源をONにする1
(SOURCE) ボタンを押す

本機の電源がONになります。
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電源を切る4
(SOURCE) ボタンを

1秒以上押す
本機の電源が切れます。

メモ
●接続していないソースには切り換わりません。
●ディスクがセットされていないときは、その
ソースには切り換わりません。

●AUX (外部機器) の設定 (�初期設定 4 91ペ
ージ) をONにしないと、AUXには切り換わり
ません。

●本機の青リード線 (オートアンテナ) に車側の
オートアンテナコントロール端子を接続してい
る場合、ソースをラジオにすると車に装備さ
れているオートアンテナがのびます。

●AVソースを持つユニット (「AVX-P7」など)
を本機に接続してAVソースを設定している場
合に、AV入力ソースに切り換えることができ
ます。

電源オン・オフ / ソース切り換え / 音量調節

● 音量調節　

テレビ、1枚型DVD、マルチDVD、
AVを接続したときは
操作のしかたは、それぞれの取扱説明書を
ご覧ください。

組み合わせ例

ソース 製品の型番
1枚型DVD 「SDV-P7」
マルチDVD 「XDV-P9—」
テレビ・AV 「AVX-P7」

上記の製品の取扱説明書では、本機以外の
製品を例にして、操作説明が行われている
場合があります。その製品と対応している
ボタンで操作を行ってください。

マルチMDを接続したときは
本機は、マルチMD (例「ＭＤ-Ｐ100—」)
をエクスターナルユニットとして操作でき
ます。操作のしかたは、マルチMDの取扱
説明書の「メインユニット3」を参照して
ください。

3
VOLUMEを押してから回す
もう一度押すと、元に戻ります。

右回し：大きくするとき
左回し：小さくするとき

●音量は、0～40の範囲で調節できます。
●約4秒間、音量が表示されます。

音量を調節する

External (エクスターナルユニット) とは
●External (エクスターナルユニット) とは、本
機がソースとして対応していないパイオニア製
品 (将来発売される製品など) の基本的な機能
をコントロールできるように用意している特別
なソースです。本機では、2台のExternal (エ
クスターナルユニット)をコントロールするこ
とができますが、External1、External2のど
ちらに切り換えても“External”が表示されま
す。2台のExternal (エクスターナルユニット)
を接続した場合、本機によって、External1、
External2が自動的に設定されます。



ここだけの操作で、MDを再生することができます。

使うボタンは、 (OPEN) 、a/b/c/d、 (EJECT) の6つです。

内蔵MDのふだんの操作 ●MDを再生する　
ここだけで

2

5/∞/2/3ボタン

OPEN ボタン
オープン

この操作で使用するボタン

(OPEN) ボタン
を押す1

フロントパネルが開きます

こ
こ
だ
け
読
め
ば

す
ぐ
使
え
ま
す
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aまたはbボタンを
押す4

グループが選べます
(MDグループディスク再生時)

次のグループを選ぶ：aを押す
前のグループを選ぶ：bを押す

ディスクを挿入口に
差し込む2

自動的に収納されます

注意
●MDのシャッターが閉まっていることを確認し
てから差し込んでください。

●MDはタイトル面を上にします。
●MDは、必ずディスクに記載されている矢
印の向きに差し込んでください。向きが違
うと、取り出せなくなることがあります。

●MD挿入口には、MD以外のものを入れないで
ください。故障の原因となります

●MDを挿入すると、本機はMDからファイル形
式などの情報を読みとります。この間、ディ
スプレイは「TOC Read」が表示されます。

シャッター

矢印の向きに差し込みます。

cまたはdボタンを
押す5

■ 聞きたい曲を選ぶとき

次の曲を選ぶ：dを押す
前の曲を選ぶ：cを押す

■ 早送り／早戻しをするとき

早送り ：dを長く押す
早戻し：cを長く押す

フロントパネルを
閉める3

MDの再生が始まります



グループサーチ /トラックサーチ / 早送り/早戻し

● グループを選ぶ　● 曲を選ぶ　● 早送り／早戻しをする　● MDを取り出す

(EJECT) ボタンを
押す8

ディスクが出てきます

注意
●出てきたディスクはすぐに取り出して保管して
ください。MD挿入口からディスクを出したま
ま走行すると危険です。

23
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トラック番号

画面表示例

グループ番号 再生経過時間

他のソースに切り換える
か、電源をオフにする6

再生が終わります

(OPEN) ボタン
を押す7

フロントパネルが開きます

フロントパネルを
閉める9

注意
●MD挿入口にゴミやホコリが入ることを防ぐた
めに、フロントパネルを閉めてください。

知っていると便利
●MDをセットしたまま電源をOFFにしたり、他
のソース (ラジオやマルチCDなど) に切り換え
ることもできます。
(� ここだけで 1 20ページ)
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ここだけの操作で、ラジオを聞くことができます。

使うボタンは、 (SOURCE) 、 (BAND)、c/dの4つです。

ラジオのふだんの操作　●バンドを選ぶ　● 放送局を選ぶここだけで

3

(SOURCE) 
ボタンを押す1

ソースがラジオになるまで押します

2/3ボタン

SOURCEボタン
ソース

BANDボタン
バンド

この操作で使用するボタン

(BAND) ボタン
を押す2

ボタンを押すごとに、バンドが
切り換わります
切り換わる順番は次のとおりです。

知っていると便利
●バンドごとに放送局を6局ずつ登録できます。
(� ラジオ 1 2 32ページ)

●バンド１とバンド2を切り換えて使うことで、
より多くの放送局を登録できます。例えば、
バンド1にはふだんよく聞く放送局を登録して
おきます。旅行などで、どんな放送局がある
のか知らない地域に行ったときに、バンド2
に切り換えてBSM (� ラジオ 2 32ページ)を
使うと、バンド1に登録した放送局はそのま
ま使用できるので便利です。

FM1

FM2

AM1

AM2
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バンド切り換え / 選局 / 音量調節

画面表示例
ステレオインジケーター

周波数表示バンド表示

cまたはdボタンを
押す3

放送局が選べます

■ 手動で選ぶとき (手動選局)

高い周波数の放送局を選ぶ：dを短く押す
低い周波数の放送局を選ぶ：cを短く押す

■ 自動で選ぶとき (自動選局)

高い周波数の放送局を自動で選ぶ
：dを長く押して離す

低い周波数の放送局を自動で選ぶ
：cを長く押して離す

知っていると便利
●0.5秒以上押し続けている間、途中の放送局を
とばすことができます。ボタンを離したとこ
ろから自動選局を開始します。

●電波の強い放送局を選局するには自動選局を、
電波の弱い放送局を選局するには手動選局を
おすすめします。

他のソースに切り換える
か、電源をオフにする4

ラジオの受信が終わります
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ここだけの操作で、別売のマルチCDプレーヤーでCDを聞くことができます。

使うボタンは、 (SOURCE) 、a/b/c/dの5つです。

マルチCDのふだんの操作　● CDを選ぶ　ここだけで

4

SOURCEボタン
ソース

5/∞/2/3ボタン

この操作で使用するボタン

(SOURCE) 
ボタンを押す1

ソースがマルチCDになるまで
押します

注意
●マルチCDが準備動作 (CDの有無の確認やCD
の情報の読み込みなど) をしている場合があり
ます。このとき、ソースをマルチCDに切り換
えると「READY」と表示されます。

●マルチCD再生中にマルチCDからマガジンを取
り出すと、「NoMAGAZINE」と表示されます。

aまたはbボタンを
押す2

聞きたいＣＤが選べます

次のCDを選ぶ：aを押す
前のCDを選ぶ：bを押す

メモ
●1～6のボタンを押して、聞きたいCDにワン
タッチで切り換えることもできます。
1～6枚目のディスクを選びたいときは、1～
6のボタンを押してください。
12枚型マルチCDプレーヤーを接続している
場合に、7～12枚目のディスクを選びたいと
きは、1～6のボタンを長く押してください。
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ディスクサーチ / トラックサーチ / 早送り/早戻し

● 曲を選ぶ　● 早送り/早戻しをする

ディスク番号 再生経過時間 トラック番号

画面表示例

他のソースに切り換える
か、電源をオフにする4

マルチCDの再生が終わります

cまたはdボタンを
押す3

■ 聞きたい曲を選ぶとき

次の曲を選ぶ：dを押す
前の曲を選ぶ：cを押す

■ 早送り／早戻しをするとき

早送り ：dを長く押す
早戻し：cを長く押す
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ファンクションモード
の切り換えかた

ふだんの操作以外の便利な機能を使うとき
は、ファンクションボタンを押して機能を
選びます。

使いたい機能を選ぶ
「繰り返し再生する」「違う曲順で再生する」
などの便利な機能を使うときは、ファンク
ションメニューで操作します。

(FUNCTION) ボタンを
押す

(FUNCTION) ボタンを押すごと
に、次の順序で機能が切り換わります

メモ
●ふだんの再生画面に戻るときは、BANDボタン
を押します。(約30秒間、何も操作しなかった
ときも、自動的に戻ります。)

ポーズ

スキャン

ランダム

リピート
(�内蔵MD )

(�内蔵MD )

(�内蔵MD 30ページ )

(�内蔵MD 31ページ )

1

内蔵MD

2
タイトル表示

タイトルを表示させる

グループタイトルやディスクタイトル、トラッ
クタイトルなどを登録したディスクをセットし
たときに、そのタイトルを表示させることがで
きます。一度に10文字まで表示させることが
できます。また、隠れている文字を順にスク
ロールして表示させることもできます。

メモ
●表示をタイトル表示に切り換えたときに、隠れ
ているタイトルを自動的に1回スクロール表示
します。

●本機はカナ文字に対応していますので、カナや
アルファベットの小文字がそのまま表示されます。

●タイトルが入力されていない場合は、表示が
「No Data」になります。

●本機では、MDの録音方法にかかわらず、ト
ラックタイトルの先頭の「LP：」を表示しませ
ん。 (長時間録音されたMDでは、トラックタイ
トルの先頭に「LP：」があらかじめ入力されて
いることがあります。)

タイトルを表示させる

(DISPLAY) ボタンを
押す

(DISPLAY) ボタンを押すごと
に、次の順序で切り換わります

※ MDグループディスクを再生しているときだけ表
示されます。

隠れている文字を表示させる

(DISPLAY) ボタンを
長く押す

隠れている文字が順に表示されます

1

ディスクタイトル表示

グループタイトル表示

再生経過時間表示

トラックタイトル表示

※

1

内蔵MD

1
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リピート

繰り返し再生する

今聞いている曲を繰り返し聞くことができます。
内蔵MDプレーヤーでグループディスクを再生
しているときは、今聞いているグループを繰り
返し聞くなど、再生する範囲を選べます。

(FUNCTION) ボタンを
押す

画面にRepeatが表示されます
(� 内蔵MD w)

c/dボタンを押す

cまたは dボタンを押すごとに、次の
順序で、リピート再生する範囲が切り
換わります

ディスクリピート：
今聞いているMDを繰り返し再生すると
きに選びます。

トラックリピート：
今聞いている曲を繰り返し再生するとき
に選びます。

グループリピート：
今聞いているグループを繰り返し再生す
るときに選びます。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

3

GRP ( グループリピート )

TRK ( トラックリピート )

DSC ( ディスクリピート )

2

1

内蔵MD

3
ランダム

違う曲順で再生する

曲やグループを順不同 (ランダム)に再生できま
す。いつもと違った曲順で音楽を楽しみたいと
きに便利です。

ランダム再生する範囲を
選んでおく

リピート (� 内蔵MDe) で選んだ範囲で
ランダム再生されます

(FUNCTION) ボタンを
押す

画面にRandomが表示されます
(� 内蔵MD w)

aボタンを押す

ランダム再生がONになります
次の曲 (グループ)から、ランダムに再生
します。

bボタンを押すと、OFFになります。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

4

3

2

1

内蔵MD

4
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スキャン

曲／グループを探す

曲やグループの初めの部分だけを、約10秒ず
つ再生できます。聞きたい曲やグループを探す
ときに便利です。

スキャン再生する範囲を
選んでおく

リピート (� 内蔵MDe 29ページ) で選ん
だ範囲でスキャン再生されます。

■聞きたい曲を探すとき
(トラックスキャン再生)

再生範囲をディスクリピートに切り換えます。
再生中のMDの全曲を、約10秒ずつ再生し
ます。
●グループディスク再生時は、再生範囲をグルー
プに切り換えます。再生中のグループの全曲を、
約10秒ずつ再生します。

■聞きたいグループを探すとき
(グループスキャン再生)

再生範囲をディスクリピートに切り換えます。
再生中のMDの全グループの1曲目を、約
10秒ずつ再生します。
●グループディスク以外のMDを再生しているとき
は、グループスキャン再生はできません。

(FUNCTION) ボタンを
押す

画面にScanが表示されます
(� 内蔵CDw 28ページ)

aボタンを押す

スキャン再生がONになります
曲やグループの初めの約10秒間が次々に再
生されます。
●スキャン再生を始めて約30秒たつと、自動的に
ふだんの再生画面に戻ります。

聞きたい曲やグループが再生
されたら、bボタンを押す

スキャン再生がONになります
●ふだんの再生画面に戻っていたら、まず手順2
の操作を行ってもう一度スキャンを選びます。次
に、bボタンを押してください。スキャン再生
がOFFになります。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

メモ
●スキャン再生を始めた曲 (グループ) まで戻るとス
キャン再生は解除されます。

●トラックリピート中にスキャン再生をONにする
と、再生範囲がグループ (またはディスク) リ
ピートに切り換わり、スキャン再生します。

5

4

3

2

1

内蔵MD

5
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ポーズ

再生を一時停止する

MDの再生を一時停止できます。

(FUNCTION) ボタンを
押す

画面にPauseが表示されます
(� 内蔵CDw 28ページ)

aボタンを押す

再生が一時停止されます
bボタンを押すと、OFFになります。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

3

2

1

内蔵MD

6
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プリセットメモリー

放送局を1局ずつ
登録する

ラジオ

1
1～6のボタンに、お好みの放送局を1局ずつ
手動で登録できます。

(BAND) ボタンを
押す

登録するバンドを選びます
(� ここだけでe 24ページ)

c/dボタンを押す

登録させたい放送局を選びます

～ ボタンの１つを
を2秒以上押す

放送局を登録します

登録動作中に押したボタンの番号 (登録番号)
が点滅します。登録が完了すると登録番号
の点滅が終わり、押したボタンに受信中の
放送局を受信します。

メモ
●登録された放送局は、プリセットチューニング
(� ラジオe)で呼び出します。

3

2

1

BSM

複数の放送局を
自動的に登録する

ラジオ

2
BSMとは、「Best Stations Memory (ベストス
テーションズメモリー)」の略です。受信状態
の良い放送局を探して、1～6のボタンに自動
的に登録する機能です。

(BAND) ボタンを
押す

登録するバンドを選びます
(� ここだけでe 24ページ)

(FUNCTION) ボタンを
押す

BSM設定画面が表示されます

aボタンを押す

BSMが開始されます
登録動作中に「BSM」が点滅します。登録
が完了すると「BSM」の点滅が終わり、1
のボタンに登録した放送局を受信します。

bボタンを押すと、OFFになります。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの画面に戻ります

メモ
●受信状態の良い放送局が、6局より少ないとき
は、前に登録した内容が残ることがあります。

●登録された放送局は、プリセットチューニング
(� ラジオe)で呼び出します。

4

3

2

1
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プリセットチューニング

登録した放送局を呼び出すラジオ

3
プリセットメモリー (� ラジオq)やBSM
(� ラジオw)で登録した内容は、簡単に呼び出
すことができます。

登録した放送局を
直接呼び出すとき

(BAND) ボタンを
押す

登録したバンドを選びます
(� ここだけでe 24ページ)

～ ボタンの１つを
押す

登録した放送局を直接呼び出します

登録した放送局を
順番に呼び出すとき

(BAND) ボタンを
押す

登録したバンドを選びます
(� ここだけでe 24ページ)

a/bボタンを押す

登録した放送局を順番に呼び出します

2

1

2

1
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放送局名変更

放送局名を変更するラジオ

4
受信している周波数に合わせて、放送局名を変
更することができます。

放送局名について
●同じ周波数でも、地域によって受信する放送局
は異なることがあります。表示されている放送
局名が、受信している放送局と異なる場合、放
送局名を変更することができます。

メモ
●本機に登録されていない放送局名は選べません。

実際の放送局名と表示が
異なる放送局を受信する

(� ここだけで e 24ページ)

●現在受信している周波数の放送局名だけを変更
できます。別の周波数の放送局名を変更したい
場合、その周波数を受信してください。

(FUNCTION) ボタンを
長く押す

放送局名選択画面が表示されます

c/dボタンを押す

放送局名を選びます

次の放送局名を選ぶ：dを押す
前の放送局名を選ぶ：cを押す

選択中は、受信中の周波数に該当する放送
局名が点滅します。

aボタンを押す

放送局名を変更します

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの画面に戻ります

メモ
●選んだ周波数に該当する放送局名が登録されて
いない場合、「No Data」が表示されます。

●放送局名を表示したくない場合は、全て空白
( _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ ) を選んでください。

●パイオニア製のFMモジュレータータイプのマル
チCD (例：「CDX-FM675」) をお使いの場合
は、モジュレーター周波数に合わせると、放送
局名を「FM M-CD」に変更して表示できます。

●パイオニア製のTVをFMモジュレーターでお使
いの場合は、モジュレーター周波数に合わせる
と、放送局名を「FM TVsound」に変更して表
示できます。

5

4

3

2

1
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放送局名表示

放送局名を表示する

受信周波数以外に、放送局名変更で変更した放
送局名などを表示できます。

(DISPLAY) ボタンを
押す

(DISPLAY) ボタンを押すごと
に、次の順序で切り換わります

放送局名表示

受信周波数表示

1

ラジオ

5
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モードの切り換えかた

ふだんの操作以外の便利な機能を使うとき
は、ファンクションボタンを押して機能を選
びます。

ファンクションメニューの
切り換えかた
「繰り返し再生する」「違う曲順で再生する」
などの便利な機能を使うときは、ファンク
ションメニューで操作します。

(FUNCTION) ボタンを
押す

(FUNCTION) ボタンを押すごと
に、次の順序で機能が切り換わります

メモ
●ふだんの再生画面に戻るときは、BANDボタン
を押します。(約30秒間、何も操作しなかった
ときも、自動的に戻ります。)

詳細設定メニューの
切り換えかた
「CDタイトル入力」などの便利な機能を使
うときは、詳細設定メニューで操作します。

(FUNCTION) ボタンを
長く押す

詳細設定メニューに切り換わります

(FUNCTION) ボタンを
押す

(FUNCTION) ボタンを押すごと
に、次の順序で機能が切り換わります

メモ
●ふだんの再生画面に戻るときは、BANDボタン
を押します。

ITS 指定

CDタイトル入力
(�マルチCD 42ページ )

(�マルチCD 39ページ )

2

1

スキャン

ITS再生

ポーズ

COMP切り換え

ランダム

タイトルリスト

リピート
(�マルチCD 37ページ )

(�マルチCD 45ページ )

(�マルチCD 37ページ )

(�マルチCD 38ページ )

(�マルチCD 40ページ )

(�マルチCD 41ページ )

(�マルチCD 46ページ )

1

マルチCD

1
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リピート

繰り返し再生する

今聞いている曲を繰り返し聞くことができます。
また、今聞いているCDを繰り返し聞いたり、マ
ルチCDプレーヤーにセットされている全てのCD
を通して聞くなど、再生する範囲を選べます。

(FUNCTION) ボタンを
押す

画面にRepeatが表示されます
(� マルチCD q)

cまたはdボタンを押す

cまたは dボタンを押すごとに、次の
順序で、リピート再生する範囲が切り
換わります

マガジンリピート：
マルチCDプレーヤーにセットされてい
る全てのCDを通して再生するときに選
びます。(通常はこの設定にします。)

トラックリピート：
今聞いている曲を繰り返し再生するとき
に選びます。

ディスクリピート：
今聞いているCDを繰り返し再生すると
きに選びます。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

3

DSC ( ディスクリピート )

TRK ( トラックリピート )

MCD ( マガジンリピート )

2

1

マルチCD

2
ランダム

違う曲順で再生する

曲やディスクを順不同 (ランダム)に再生できま
す。いつもと違った曲順で音楽を楽しみたいと
きに便利です。

ランダム再生する範囲を
選んでおく

リピート (� マルチCDw) で選んだ範囲
でランダム再生されます

(FUNCTION) ボタンを
押す

画面にRandomが表示されます
(� マルチCDq)

aボタンを押す

ランダム再生がONになります
次の曲 (ディスク)から、ランダムに再生
します。

bボタンを押すと、OFFになります。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

4

3

2

1

マルチCD

3
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スキャン

曲／ディスクを探す

曲やディスクの初めの部分だけを、約10秒ず
つ再生できます。聞きたい曲やディスクを探す
ときに便利です。

スキャン再生する範囲を
選んでおく

リピート (� マルチCD w 37ページ) で選
んだ範囲でスキャン再生されます

■聞きたい曲を探すとき
(トラックスキャン再生)

再生範囲をディスクリピートに切り換えます。
再生中のCDの全曲を、約10秒ずつ再生し
ます。

■聞きたいディスクを探すとき
(ディスクスキャン再生)

再生範囲をマガジンリピートに切り換えます。
マルチCDプレーヤーの全ディスクの1曲目
を、約10秒ずつ再生します。

(FUNCTION) ボタンを
押す

画面にScanが表示されます
(� マルチCD q 36ページ)

aボタンを押す

スキャン再生がONになります
曲やディスクの初めの約10秒間が次々に再
生されます。
●スキャン再生を始めて約30秒たつと、自動的に
ふだんの再生画面に戻ります。

聞きたい曲やディスクが再生
されたら、bボタンを押す

スキャン再生がONになります
●ふだんの再生画面に戻っていたら、まず手順2
の操作を行ってもう一度スキャンを選びます。次
に、bボタンを押してください。スキャン再生
がOFFになります。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

メモ
●スキャン再生を始めた曲 (ディスク) まで戻るとス
キャン再生は解除されます。

●トラックリピート中にスキャン再生をONにする
と、再生範囲がディスクリピートに切り換わり、
スキャン再生します。

5

4

3

2

1

マルチCD

4
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ITS指定

聞きたい曲を指定する

指定した曲だけ再生する「ITS再生 (� マルチ
CD 6 40ページ)」ために、聞きたい曲だけをマ
ルチCDであらかじめ指定しておきます。

ITSについて
● ITSとは、「Instant Track Selection (インスタン
トトラックセレクション)」の略です。ITSは、
聞きたい曲だけを指定しておき、それを再生す
る機能です。

メモ
●曲の指定はCDごとに行われます。CDを入れ替
えても、CDの指定は解除されません。

●CD1 枚につき、99 曲まで指定できます。
(「CDX-P1250」、「CDX-P650」以前に発売さ
れたマルチCDプレーヤーでは、指定できる曲
数は24曲になります。)

● ITSは、タイトル入力 (� マルチCD a 42
ページ) と合わせて、CD100枚分の指定ができ
ます。

●100枚を超えたときは、一番古い指定内容が解
除されて、新しいCDが指定されます。

aまたはbボタンを押す

指定したいCDを再生します
(� ここだけで 4 26ページ)

(FUNCTION) ボタンを
長く押す

詳細設定メニューに切り換わります
(� マルチCD 1 36ページ)

(FUNCTION) ボタンを
押す

ITS指定画面が表示されます

cまたはdボタンを押す

指定したい曲を選びます
(� ここだけで 4 27ページ)

aボタンを押す

選択した曲が指定されます
「ITS In」が2秒間表示され、指定が完了し
たことを知らせます。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

6

5

4

3

2

1

マルチCD

5
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ITS再生

指定した曲だけ
再生する

ITS指定 (� マルチCD 5 39ページ)で指定した
曲だけを再生できます。

ITS再生する範囲を
選んでおく

リピート (� マルチCD 2 37ページ) で
選んだ範囲でITS再生されます

(FUNCTION) ボタンを
押す

画面にITSplayが表示されます
(� マルチCD 1 36ページ)

aボタンを押す

ITS再生がONになります
ITS指定された曲だけが再生されます。

bボタンを押すと、OFFになります。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

4

3

2

1

マルチCD

6
ITS解除

指定した曲を
1曲ずつ解除する

ITS指定 (� マルチCD 5 39ページ)で指定した
曲を1曲ずつ解除することができます。

ITS再生をONにしておく

(� マルチCD 6)

cまたはdボタンを押す

解除したい曲を再生します

(FUNCTION) ボタンを
長く押す

詳細設定メニューに切り換わります
(� マルチCD 1 36ページ)

(FUNCTION) ボタンを
押す

ITS指定画面が表示されます

bボタンを押す

再生していた曲が指定解除され、次に
指定されている曲が再生されます
現在の再生範囲に、ITS指定された曲がなく
なった場合は、「ITS Empty」が2秒間表示
されて、ITS再生がOFFになります。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

6

5

4

3

2

1

マルチCD

7
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ITS解除

指定した曲を
CDごとに解除する

ITS指定 (� マルチCD 5 39ページ)で指定した
曲をCDごとに解除することができます。

ITS再生をOFFにしておく

(� マルチCD 6)

aまたはbボタンを押す

解除したいCDを再生します

(FUNCTION) ボタンを
長く押す

詳細設定メニューに切り換わります
(� マルチCD 1 36ページ)

(FUNCTION) ボタンを
押す

ITS指定画面が表示されます

bボタンを押す

再生していたCDが指定解除されます
「ITS Clear」が2秒間表示され、指定が解除
されたことを知らせます。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

6

5

4

3

2

1

マルチCD

8
ポーズ

再生を一時停止する

CDの再生を一時停止できます。

(FUNCTION) ボタンを
押す

画面にPauseが表示されます
(� マルチCD 1 36ページ)

aボタンを押す

再生が一時停止されます
bボタンを押すと、OFFになります。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

3

2

1

マルチCD

9
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CDのタイトルを入力するマルチCD

10
CDのタイトルを入力できます。

メモ
●タイトル入力機能のついたマルチCDプレーヤー
で操作できます。タイトル入力機能のないマル
チCDを組み合わせたときは、操作できません。

タイトル入力について
●タイトル入力は、CDのタイトルを登録してお
き、ディスプレイに表示させる機能です。CDに
タイトルをつけると、タイトルリスト (� マル
チCD c 45ページ)で聞きたいCDを探すことも
できます。「CD TEXT」に対応しているマルチ
CDプレーヤー (例：「CDX-P670」) では、「CD
TEXT」にあらかじめ収録されているタイトル
で、同様にタイトルリストをすることができま
す。

メモ
●タイトルは、10文字まで入力できます。
●タイトルは、ITS (� マルチCD 5 39ページ)
と合わせて、CD100枚分の登録ができます。

●100枚を超えたときは、一番古いCDのタイト
ルが消去されて、新しいCDが登録されます。

●タイトルの登録はCDごとに行われます。CDを
取り出しても消えません。

aまたはbボタンを押す

タイトルを入力したいCDを再生します

(FUNCTION) ボタンを
長く押す

詳細設定メニューに切り換わります
(� マルチCD 1 36ページ)

(FUNCTION) ボタンを
押す

タイトル入力画面が表示されます

「CD TEXT」に対応しているマルチCDプ
レーヤー (例：「CDX-P670」) で「CD
TEXT」を再生しているときは、ディスクタ
イトル入力画面には切り換わりません。

cまたはdボタンを押す

入力したい位置にカーソルを移動します

右に移動するとき：dを押す
左に移動するとき：cを押す

4

3

2

1
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タイトル入力

aまたはbボタンを押す

入力したい文字を選びます

次の文字を選ぶとき：aを押す
前の文字を選ぶとき：bを押す

、 、 ボタンを押して、入
力する文字の種類を変更できます。選べる文
字は次のとおりです。

ボタン
(ボタンを押すごとに切り換わります)：

アルファベットの小文字 (a～z)
空白 (_)
アルファベットの大文字 (A～Z)
数字 (0～9)、
記号 (！、”、＃など)
空白 (_)

ボタン：
数字 (0～9)、
記号 (！、”、＃など)
空白 (_)

ボタン：
カタカナ (ア～ン)
音引き (ー)
空白 (_)
拗促音、濁点、半濁点
(ァィゥェォャョュッ゛゜)、
空白 (_)

dボタンを押す

10文字目を点滅させます

dボタンを押す

入力したタイトルが登録されます
入力位置の点滅が終わると、入力したタイト
ルが登録されます。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります
タイトル入力中 (文字が点滅しているとき)に
BANDボタンを押すと、詳細設定画面が解
除されて、ふだんの再生画面に戻ります。
(入力中のタイトルは登録されません。)

8

7
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タイトル表示

タイトルやアーティスト名を表示させるマルチCD

11
ディスクタイトルを登録したディスクをセット
したときや、「CDTEXT」をセットしたときに、
ディスクタイトルや曲名などを表示させること
ができます。一度に10文字まで表示させるこ
とができます。また、隠れている文字を順にス
クロールして表示させることもできます。

メモ
●表示をディスクタイトルまたはトラックタイトル
に切り換えたときに、隠れているタイトルを自
動的に1回スクロール表示します。

●本機はカナ文字に対応していますので、カナやア
ルファベットの小文字がそのまま表示されます。

●タイトルが入力されていない場合は、表示が
「No XXXX (例：No Name)」になります。

「CD TEXT」について
●「CD TEXT」とは、CDのタイトル／アーティス

ト名／曲名などの文字情報が収録されたCDです。
ディスクタイトル面に下記のマークがついてい
るCDは「CD TEXT」です。(下記マークがつい
ていない「CD TEXT」もあります。)

タイトルを表示させる

(DISPLAY) ボタンを
押す

(DISPLAY) ボタンを押すごと
に、次の順序で切り換わります

CD再生のとき

「CD TEXT」再生のとき

隠れている文字を表示させる

(DISPLAY) ボタンを
長く押す

隠れている文字が順に表示されます

1

トラックアーティスト名表示

トラックタイトル表示

ディスクアーティスト名表示

ディスクタイトル表示

再生経過時間表示

ディスクタイトル表示

再生経過時間表示

1
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タイトルリスト

タイトルを見て聞き
たいCDを探す

CDのタイトルを見て、聞きたいCDを探すこ
とができます。本機で入力したタイトルのほ
か、「CD TEXT」にあらかじめ収録されてい
るタイトルでも、タイトルリストを使うこと
ができます。

(FUNCTION) ボタンを
押す

タイトルリストが表示されます
(� マルチCD 1 36ページ)

cまたはdボタンを押す

ボタンを押すごとに、CDのタイトル
が表示されます

前のCDに移動するとき：dを押す
次のCDに移動するとき：cを押す

選択中は、そのCDのCD番号が点滅します。

aボタンを押す

選んだCDが再生されます

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

メモ
●タイトルを入力していないCDでは、CD番号だ
けが表示され、タイトルは表示されません。

4

3

2

1

マルチCD

12
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COMP切り換え

音質を調節する

CDの音質を調節するために、COMPとDBEの
2つの機能があります。COMPはクラシックな
ど、音量差の大きい曲を聞いているときご使用
ください。DBEは再生している音楽の低音域が
不足していると感じたときにご使用ください。

メモ
●COMP/DBE機能のついたマルチCDプレーヤー
で操作できます。
COMP/DBE機能のないマルチCDプレーヤーを
組み合わせたときは、「No COMP」が表示され
て、操作ができません。

COMPについて
●COMPとは、「Compression (コンプレッショ
ン)」の略です。大きな音と小さな音の音量差 (ダ
イナミックレンジ) を小さくする機能です。小さ
な音が聞き取りにくいときにお使いになると便利
です。

DBEについて
●DBEとは、「Dynamic Bass Emphasis (ダイナ
ミックバスエンファシス)」の略です。低音域を
押し上げる機能です。車内で低音域が不足したよ
うに聞こえるときにお使いになると便利です。

(FUNCTION) ボタンを
押す

画面に現在のCOMP/DBEが
表示されます
(� マルチCD 1 36ページ)

aまたはbボタンを押す

aまたはbボタンを押すごとに、次の順
序で機能が切り換わります

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

メモ
●COMP、DBEともに1より2の方が効果が大き
くなります。

3

COMP 2 ( コンプレッション 2)

COMP OFF ( オフ )

COMP OFF ( オフ )

DBE 1

DBE 2

COMP 1 ( コンプレッション 1)

2

1

マルチCD

13
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音質調整

音質調整

効果的な音質調整のために
オーディオ調整メニューでの操作

本機は、車内をよりよい音響空間にするため
に、数々の音質調整機能を搭載しています。
音質調整機能を正しい順序で操作すること
で、より効果的な音響調整が可能です。

効果的な音場調整のために
DSP調整メニューでの操作

本機は、高品質な音質調整と音場制御のため
に、デジタル信号処理機能 (DSP) を搭載し
ています。本機のDSP調整機能を使用する
ことで、きめ細かい音質調整と音場の再現が
可能です。車室内を最適な音響空間にするた
めに、お好みに合わせて設定してください。

5.1ch対応・DSPユニット
「DEQ-P9」を接続したときは

本機に、5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-
P9」を接続したときは、5.1ch対応・ＤＳ
Ｐユニットに内蔵の音質・音場調整機能が使
用できます。このとき、本機に内蔵の音質・
音場調整機能は使えなくなります。

効果的な音質・音場調整の順序
音質・音場調整を効果的に行うためには、正
しい順序で行っていただく必要があります。
以下の順序通りに設定してください。

1 音場の中心で聞く
(� 音の調節1 e 58ページ)

F/R (前部右座席) か、F/L (前部左座席)
を選んでください。

2 オートタイムアライメント
&イコライジング

(� 音の調節1 k 64ページ)

オートタイムアライメント&イコライジング
を行うと、車室内の音響特性を、乱れが少な
く、滑らかな状態に最適化します。オートタ
イムアライメント&イコライジングを行った
後に、以下の操作を行うと効果的です。
・イコライザーカーブを選ぶ

(� 音の調節1 b 55ページ)

・イコライザーカーブに簡単な補正を加える
(� 音の調節1 c 56ページ)

・イコライザーカーブを細かく調節する
(� 音の調節1 d 57ページ)

・騒音に合わせて音量を自動的に変化させる
(� 音の調節1 j63ページ)

・ラウドネス
(� 音の調節1 4 50ページ)

・イメージにあった演奏会場を再現する
(� 音の調節1 i62ページ)

・各ソースの音量を揃える
(� 音の調節1 a 55ページ)

オートタイムアライメント&イコライジング
を行うと、以下の内容は自動で最適な状態に
設定されます。必要に応じて微調整を行って
ください。
・前後左右の音量バランスを調節する

(� 音の調節1 3 50ページ)

・サブウーファーのON/OFFと位相切り換え
(� 音の調節1 6 51ページ)

・サブウーファー調節
(� 音の調節1 7 52ページ)

・サブウーファースロープ調節
(� 音の調節1 8 52ページ)

・フロントハイパスフィルタースロープ調節
(� 音の調節1 9 54ページ)

・フロントハイパスフィルターレベル調節
(� 音の調節1 9 54ページ)

・リアハイパスフィルタースロープ調節
(� 音の調節1 9 54ページ)

・リアハイパスフィルターレベル調節
(� 音の調節1 9 54ページ)

・タイムアライメントを切り換える
(� 音の調節1 f59ページ)

・タイムアライメントを調節する
(� 音の調節1 g 60ページ)

・オートイコライザーをON/OFFする
(� 音の調節1 h 61ページ)

音の調節1

1
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オーディオ・DSP調整メニューの切り換えかた

オーディオ調整メニューの
切り換えかた
「音量バランス調整」「ラウドネス」などの音
質調整機能を使うときは、オーディオ調整
メニューで操作します。

(AUDIO) ボタンを押す

(AUDIO) ボタンを押すごとに、
次の順序で機能が切り換わります

※ 初期設定メニューで、「RCA外部出力の設定 (�
初期設定 7 93ページ)」をSWにしていないと
きは、選択できません。

メモ
●ふだんの再生画面に戻るときは、BANDボタン
を押します。また、約30秒間、何も操作しなか
ったときも、自動的に戻ります。

●ハイパスフィルターをOFFにしたときは、ハイ
パスフィルタースロープ調節はできません。

DSP調整メニューの
切り換えかた
「音場の中心で聞く」「イメージにあった演奏
会場を再現する」などの音場調整機能を使う
ときは、DSP調整メニューで操作します。

(DSP) ボタンを押す

(DSP) ボタンを押すごとに、
次の順序で機能が切り換わります

メモ
●ふだんの再生画面に戻るときは、BANDボタン
を押します。また、約30秒間、何も操作しなか
ったときも、自動的に戻ります。ただし、下記
の操作をしているときは、自動では戻りません。
・イコライザー詳細調整
・タイムアライメント調節

タイムアライメント選択
(�音の調節1 59ページ )

タイムアライメント調節
(�音の調節1 60ページ )

オートイコライザー選択
(�音の調節1 61ページ )

SFC ( サウンドフィールドコントロール )
(�音の調節1 62ページ )

ASL ( オートマチックサウンドレベライザー )
(�音の調節1 63ページ )

リスニングポジション選択
(�音の調節1 58ページ )

イコライザー詳細調整
(�音の調節1 57ページ )

イコライザー簡易調整
(�音の調節1 56ページ )

1

(�音の調節1 52ページ )

(�音の調節1 52ページ )

フロントハイパスフィルタースロープ調節
(�音の調節1 54ページ )

フロントハイパスフィルターレベル調節
(�音の調節1 54ページ )

リアハイパスフィルタースロープ調節
(�音の調節1 54ページ )

リアハイパスフィルターレベル調節
(�音の調節1 54ページ )

(�音の調節1 51ページ )

ラウドネス
(�音の調節1 50ページ )

音量バランス調節
(�音の調節1 50ページ )

サブウーファースロープ調節※

サブウーファー調節※

サブウーファーのON/OFF と位相切り換え※

1

音の調節1

2
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フェーダー/バランス

前後左右の音量
バランスを調節する

前後左右のスピーカーからの音量バランスを
調節できます。より自然に聞こえるバランス
に設定してください。

(AUDIO) ボタンを押す

音量バランス調節メニューが
表示されます
(� 音の調節1 2 49ページ)

aまたはbボタンを押す

前後の音量バランス (Fader) を
調節できます

前を強めるとき ：aを押す
後ろを強めるとき ：bを押す

前後のバランスは、F25～R25の範囲で
調節できます。

cまたはdボタンを押す

左右の音量バランス (Balance) を
調節できます

右を強めるとき ：dを押す
左を強めるとき ：cを押す

左右のバランスは、L25～R25の範囲で
調節できます。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

4

3

2

1

音の調節1

3
ラウドネス

小さな音量でも
聞きやすくする

小さな音量で聞いているときの、低・高音の
不足感を補正して、聞きやすい音にします。
通常の音量で使用すると、低音と高音が強調
された、より迫力のある音で音楽を楽しむこ
とができます。

(AUDIO) ボタンを押す

ラウドネスメニューが表示されます
(� 音の調節1 2 49ページ)

aボタンを押す

ラウドネス (LOUD) がONになります
bボタンを押すと、OFFになります。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

3

2

1

音の調節1

4
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サブウーファーを
使う

本機のRCA出力端子には、サブウーファー
を接続できます。サブウーファーの調節は、

1 サブウーファーのON/OFFと位相切り換え
(� 音の調節16)

2 サブウーファー調節
(� 音の調節17 52ページ)

3 サブウーファースロープ調節
(� 音の調節18 52ページ)

の3つのステップで行います。

サブウーファーを使うときは、これらの操
作を順番通り、全て行ってください。

メモ
●「RCA外部出力の設定 (�初期設定 7 93ペー
ジ)」をREARにしたときは、サブウーファーは調
節できません。

●「サブウーファーの設定と位相切り換え (�音の
調節1 6)」で、サブウーファーをOFFにした場合
は、「サブウーファーのカットオフ周波数選択とレ
ベル調節 (�音の調節 7 52ページ)」と「サブウ
ーファーのスロープ切り換え (�音の調節 8 52
ページ)」の一連の操作はできません。

音の調節1

5
サブウーファー

サブウーファーの
ON/OFFと位相切り換え

本機にサブウーファーを接続したとき、サブ
ウーファーの設定をONにする必要がありま
す。続いて、サブウーファーの位相を切り換
えて、サブウーファーの音が自然に聞こえる
ように、設定してください。

位相切り換えについて
●サブウーファーから出力される音の中には、フ
ロント/リアスピーカーから出力される音と同じ
周波数帯域のものが含まれています。車内条件
により、これらの音の位相どうしが反転 (干渉)
すると、その周波数帯域が打ち消し合ってしま
うことがあります。この現象を防ぐものが、サ
ブウーファーの位相切り換えです。車内条件に
よって、正相 (フロント/リアスピーカーと同時
に出力される）が良いか、逆相 (フロント/リア
スピーカーとタイミングをずらして出力される）
が良いかを選んで設定してください。

(AUDIO) ボタンを押す

サブウーファーメニュー (SUB W) が
表示されます (� 音の調節1 2 49ページ)

aボタンを押す

サブウーファー (SUB W) がONに
なります
bボタンを押すと、OFFになります。

cまたはdボタンを押す

サブウーファーの位相を切り換えます

正相 (NOR) を選ぶとき：dを押す
逆相 (REV) を選ぶとき：cを押す

(AUDIO) ボタンを押す

サブウーファー調節メニュー (� 音の調節

1 7 52ページ) に切り換えてください

4

3

2

1

音の調節1
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サブウーファー調節

サブウーファーのカットオ
フ周波数選択とレベル調節

サブウーファーと他のスピーカーとの音のつ
ながりを調節するために、サブウーファーの
カットオフ周波数とレベルを設定します。全
体的なバランスが自然になるように設定して
ください。

カットオフ周波数について
●50、63、80、100、125、160、200 (Hz) か
ら選んだ周波数以下の音域がサブウーファーか
ら出力されます

(AUDIO) ボタンを押す

サブウーファー調節メニュー (80 Hz)
が表示されます (� 音の調節1 2 49ページ)

cまたはdボタンを押す

カットオフ周波数を選びます

高い周波数を選ぶとき：dを押す
低い周波数を選ぶとき：cを押す
カットオフ周波数は、50、63、80、100、
125、160、200 (Hz) の中から選ぶことが
できます。

aまたはbボタンを押す

レベルを調節します

レベルを大きくするとき：aを押す
レベルを小さくするとき：bを押す

レベルは、－24～＋6の範囲で調節できます。

(AUDIO) ボタンを押す

サブウーファースロープ調節メニュー
(� 音の調節1 8) に切り換えてください

4

3

2

1

音の調節1

7
スロープ調節

サブウーファーの
スロープ切り換え

サブウーファーと他のスピーカーとの音のつ
ながりを調節するために、サブウーファーの
スロープを設定します

スロープについて
●周波数が1オクターブ高く (低く) なったとき、
信号が何dB減衰するかを表す値です (単位：
dB/oct.)。特性上の傾きを大きくすると、信号
が減衰する度合いが大きくなります。本機では、
18 (dB/oct.)、12 (dB/oct.) または6 (dB/oct.)
の3つのスロープから選んで設定できます。

(AUDIO) ボタンを押す

サブウーファースロープ選択メニュー
(Slope) が表示されます
(� 音の調節1 2 49ページ)

cまたはdボタンを押す

スロープを選びます
スロープは、6 (dB/oct.)、12 (dB/oct.)、
18 (dB/oct.) の中から選ぶことができます。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

3

2

1

音の調節1

8
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ハイパスフィルター

低い音を出力しないようにする

選んだ周波数より低い周波数の音が、各スピー
カーから出力されないようになります。フロン
トスピーカー、リアスピーカーのそれぞれでお
好みの周波数を設定できます。

ハイパスフィルター (HPF) について
●ハイパスフィルター (HPF) は、設定した周波数
から下の音域 (低域) をカットして、高域を通す
フィルターです。ハイパスフィルターをONに
することで、サブウーファーとの音のつながり
を調節できます。

カットオフ周波数について
●50、63、80、100、125、160、200 (Hz) か
ら選んだ周波数以下の音域がサブウーファーか
ら出力されます

スロープについて
●周波数が1オクターブ高く (低く)なったとき、信
号が何 dB減衰するかを表す値です (単位：
dB/oct.)。特性上の傾きを大きくすると、信号
が減衰する度合いが大きくなります。本機で
は、－18 (dB/oct.) 、－12 (dB/oct.) または
0 (PASS)の3つのスロープから選んで設定でき
ます。スロープを調節することで、サブウー
ファーとフロント・リアスピーカーの音のつなが
りを調節できます。

スピーカーにミュートをかける

(AUDIO) ボタンを押す

フロントハイパスフィルタースロープ調
節メニュー (Front HPF) または、
リアハイパスフィルタースロープ調節メ
ニュー (Rear HPF) が表示されます
(� 音の調節1 2 49ページ)

フロントハイパスフィルタースロープ調節メ
ニューを選択したときは、「Front HPF」の
次に、「F-SLOPE」が表示されます。
リアハイパスフィルタースロープ調節メニュー
を選択したときは、「Rear HPF」の次に、
「R-SLOPE」が表示されます。

bボタンを長く押す

選んだスピーカー (フロントまたはリ
アスピーカー) がミュートされます
aボタンを押すと、ミュートが解除されます。

フロントスピーカーとリアスピーカーをそれ
ぞれミュートできます。ミュートしたスピー
カーからは、音が出なくなります。

次のページへ続く

2

1

音の調節1

9



内
蔵
D
S
P
で

音
を
調
節
す
る

54

ハイパスフィルター

低い音を出力しないようにする <つづき>

ハイパスフィルターを設定する

(AUDIO) ボタンを押す

フロントハイパスフィルタースロープ調
節メニュー (Front HPF) 、または
リアハイパスフィルタースロープ調節メ
ニュー (Rear HPF) が表示されます
(� 音の調節1 2 49ページ)

フロントハイパスフィルタースロープ調節メ
ニューを選択したときは、「Front HPF」の
次に、「F-SLOPE」が表示されます。
リアハイパスフィルタースロープ調節メニュー
を選択したときは、「Rear HPF」の次に、
「R-SLOPE」が表示されます。

cまたはdボタンを押す

スロープを選びます
スロープは、12 (dB/oct.)、6 (dB/oct.)、
0 (PASS) の中から選ぶことができます。

(AUDIO) ボタンを押す

フロントハイパスフィルターレベル調節
メニュー (80 Hz)、またはリアハイパ
スフィルターレベル調節メニュー (80
Hz) が表示されます

cまたはdボタンを押す

カットオフ周波数を選びます

高い周波数を選ぶとき：dを押す
低い周波数を選ぶとき：cを押す

カットオフ周波数は、50、63、80、100、
125、160、200 (Hz) の中から選ぶことが
できます。

aまたはbボタンを押す

レベルを調節します

レベルを大きくするとき：aを押す
レベルを小さくするとき：bを押す

レベルは、－24～0 (dB) の範囲で調節でき
ます。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

6

5

4

3

2

1

音の調節1
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SLA

各ソースの音量を
揃える

ソースを切り換えたときに、ソースごとの音
量に違いが出ることがあります。ソースレベ
ルアジャスター (SLA) は、FMの音量を基準
として、各ソースの音量の違いを揃える機能
です。

SLAについて
●SLAは、「Source Level Adjuster (ソースレベ
ルアジャスター)」の略です。SLAは、FMの音
量を基準に、他のソースの音量を調節します。
このため、FMを聞いているときはSLAには切
り換わりません。
AM、テレビ、MD、CD、External (エクスター
ナルユニット)、AUX （外部機器）のそれぞれ
の音量差を調節できます。

(AUDIO) ボタンを長く
押す

SLA調節メニューが表示されます

aまたはbボタンを押す

レベルを調整します

レベルを大きくするとき ：aを押す
レベルを小さくするとき ：bを押す

レベルは、－4～＋4の範囲で調節できます。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

3

2

1

音の調節1

10
イコライザーカーブ
を選ぶ

あらかじめ用意されたイコライザーカーブを
選ぶだけで、お好みの音質にできます。

Custom1について
●Custom1には、お好みに合わせて調節したイコ
ライザーカーブがソースごとに登録されます。(1
枚型CDとマルチCD、エクスターナル1とエク
スターナル2は、それぞれ同じ設定になりま
す。) あらかじめ用意されたイコライザーカー
ブを調節すると、Custom1カーブとして登録さ
れます。

Custom2について
●Custom2は、全ソースに共通したイコライザー
カーブで、お好みに合わせて調節できます。

EQ Flatについて
●EQ Flatカーブでは、イコライザーによる音の補
正は行いません。設定したイコライザーカーブ
と交互に切り換えて、イコライザーの効果を確
認するときに使用してください。

交通情報を受信しているときは
●交通情報を受信しているときは、イコライザー
カーブを選ぶことはできません。

(EQ) ボタンを押す

(EQ) ボタンを押すごとに、次の順
序でイコライザーカーブが切り換わります

Venus (Venus Voice)

Groove (Hyper Groove)

A.Cafe (Acoustic Cafe)

EQ Flat

Custom1

Custom2

C.Pop (Cyber Pop)

1

音の調節1
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イコライザー簡易調整

イコライザーカーブに簡単な補正を加える

あらかじめ用意されたイコライザーカーブの
全体的なバランスは崩さずに、大まかに弱め
たり強めたりできます。用意されたイコライ
ザーカーブの物足りなさを解消したいときに、
簡単に補正を加えることができます。

メモ
●EQ Flatや、全ての周波数が0に設定されている
イコライザーカーブは、補正できません。

(DSP) ボタンを押す

イコライザー簡易調整メニューが表示さ
れます (� 音の調節1 2 49ページ)

cまたはdボタンを押す

調節したいイコライザーカーブを選び
ます
切り換わる順番は、次のとおりです。

aまたはbボタンを押す

レベルを調節します

レベルを大きくするとき：aを押す
レベルを小さくするとき：bを押す
レベルは、－6～＋6の範囲で調節できます。
ただし、Venus （Venus Voice）では調整範
囲が－3～＋6になります。
また、A.Cafe (Acoustic Cafe) と C.Pop
(Cyber Pop) では調整範囲が－5 ～ ＋6にな
ります。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

4

3

Venus (Venus Voice)

Groove (Hyper Groove)

A.Cafe (Acoustic Cafe)

EQ Flat

Custom1

Custom2

C.Pop (Cyber Pop)

2

1

音の調節1
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イコライザー詳細調整

イコライザーカーブを細かく調節する

あらかじめ用意されたイコライザーカーブに、
細かな補正を加えることができます。イコラ
イザーカーブの特定の周波数に過不足を感じ
たときなどに使うと、周波数ごとに細かな補
正を加えることができるため、よりきめ細か
い調節が可能です。調節した内容は、自動的
にCustomとして登録されます。

Custom1について
●Custom1には、お好みに合わせて調節したイコ
ライザーカーブがソースごとに登録されます。(1
枚型CDとマルチCD、エクスターナル1とエク
スターナル2は、それぞれ同じ設定になりま
す。)あらかじめ用意されたイコライザーカーブ
を調節すると、Custom1カーブとして登録され
ます。

Custom2について
●Custom2は、全ソースに共通したイコライザー
カーブで、お好みに合わせて調節できます。
Custom2を選んでいるときに調節すると、調節
したカーブが新しいCustom2として登録され
ます。

(EQ) ボタンを押す

調節したいイコライザーカーブを選び
ます (� 音の調節1 b 55ページ)

(DSP) ボタンを押す

イコライザー詳細調整メニューが表示さ
れます (� 音の調節1 2 49ページ)

cまたはdボタンを押す

調節したい周波数を選びます

高い周波数を選ぶとき：dを押す
低い周波数を選ぶとき：cを押す

周波数は、50Hz、80Hz、125Hz、200Hz、
315Hz、500Hz、800Hz、1.25kHz、
2.0kHz、3.15kHz、5.0kHz、8.0kHz、
12.5kHz の中から選ぶことができます。

aまたはbボタンを押す

レベルを調節します

レベルを大きくするとき：aを押す
レベルを小さくするとき：bを押す

レベルは、－6～＋6の範囲で調節できます。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

5

4

3

2

1

音の調節1
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リスニングポジション選択

音場の中心で聞く

リスニングポジションセレクターを使って、
乗車位置や人数に合わせた最適な音響特性を
実現します。

リスニングポジションセレクターについて
●リスニングポジションセレクターは、座席位置
や人数に合わせて、各スピーカーから出力され
る音の遅延時間とレベルを自動的に調節する機
能です。この機能を使うと、どの座席位置でも
自然な音響特性が得られます。

乗車位置について
●乗車位置は、下記を参考に選んでください。

Front-R：右ハンドル車に運転者だけがいるとき
Front-L：左ハンドル車に運転者だけがいるとき
Front ：同乗者が助手席にいるとき
All ：同乗者が後部座席にいるとき

(DSP) ボタンを押す

リスニングポジション選択メニューが
表示されます (� 音の調節1 2 49ページ)

abcdボタンを押す

リスニングポジションを選びます

Front-R (前部右座席)を選ぶとき：dを押す
Front-L (前部左座席)を選ぶとき：cを押す
Front (前部座席)を選ぶとき ：aを押す
All (全座席)を選ぶとき ：bを押す

同じボタンを押すごとに、ON/OFFします。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

3

2

1

音の調節1
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タイムアライメントは、各スピーカーからリ
スニングポジションまでの距離を調節する機
能です。出荷時にあらかじめ設定された値
(Initial)、お好みで設定した値 (Custom)、ま
たはオートタイムアライメント&イコライジ
ング (Auto TA&EQ)で設定された値の3種類
の中から選べます。

メモ
●オートタイムアライメント&イコライジングを行
っていない場合は、Auto TAは選べません。(画
面上に、「Set Auto TA」が表示されます。)

タイムアライメントの設定について
●タイムアライメントは、下記を参照してお好み
の値を選んでください。
Initial ：工場出荷時に設定された、タイムアラ

イメントの初期値です。
Custom ：お好みに合わせて調節したタイムアラ

イメントです。
Auto TA ：オートタイムアライメント&イコライ

ジング機能を使って設定したタイムア
ライメントです。Auto TA&EQ （）
を行った後は、自動的にこの設定にな
ります。

TA OFF ：タイムアライメントをOFFにします。

(DSP) ボタンを押す

タイムアライメント選択メニューが
表示されます (� 音の調節1 2 49ページ)

cまたはdボタンを押す

設定を選びます
切り換わる順番は、次のとおりです。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

3

Initial

Custom

Auto TA

TA OFF

2

1

タイムアライメント選択

タイムアライメントを切り換える音の調節1
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タイムアライメント調節

タイムアライメントを調節する

各スピーカーからリスニングポジションまで
の距離を調節することで、音声の到達時間を
補正し、音像の定位や全体的なバランスを調
節できます。リスニングポジション (� 音の
調節1e 58ページ)を設定すると自動的に調
節されますが、タイムアライメントではさら
に厳密に調節できます。

タイムアライメントを調節するには
●リスニングポジション選択 (� 音の調節1 e 58
ページ)で、Front-RかFront-Lを選んでいない
と、タイムアライメントの調節はできません。

●サブウーファーの設定 (� 音の調節1 6 51ペー
ジ)がOFFになっていると、サブウーファーのタ
イムアライメント調節ができません。サブウー
ファーを接続したときは、必ずサブウーファーの
設定をONにしてください。

(DSP) ボタンを押す

タイムアライメント調節メニューが
表示されます (� 音の調節1 2 49ページ)

cまたはdボタンを押す

調節したいスピーカーを選びます
切り換わる順番は、次のとおりです。

aまたはbボタンを押す

距離を調節します

距離を長くするとき：aを押す
距離を短くするとき：bを押す

距離は2.5 cmずつ、0.0 cm ～ 400.0 cmの
範囲で調節できます。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

4

3

F-L ( フロント左スピーカー )

R-R ( リア右スピーカー )

S/W ( サブウーファー )

F-R ( フロント右スピーカー )

R-L ( リア左スピーカー )

2

1

音の調節1

16
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オートイコライザー選択

オートイコライザー
をON/OFFする

オートタイムアライメント&イコライジング
(�音の調節1 k 64ページ)で設定された値
をON/OFFできます。

メモ
●オートタイムアライメント&イコライジングを行
っていない場合は、オートイコライザーの
ON/OFF切り換えはできません。

(DSP) ボタンを押す

オートイコライザー選択メニューが
表示されます (� 音の調節1 2 49ページ)

aボタンを押す

オートイコライザーがONになります

bボタンを押すと、オートイコライザーが
OFFになります。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

3

2

1

音の調節1

17
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SFC/BBE

イメージにあった演奏会場を再現する

本機に内蔵のサウンドフィールドコントロー
ル (SFC)を使って、演奏会場の音響特性を再
現します。クラブやスタジオなどの音場空間
を再現し、臨場感溢れる音楽で車室内を満た
します。
BBEを選んだときは、レベル調節もできま
す。お好みに合わせて設定してください。

SFCについて
●SFCとは、「Sound Field Control (サウンド
フィールドコントロール)」の略です。演奏会場
の音は、会場ごとに独特の雰囲気があります。こ
れは、会場の広さや形状、残響特性が異なるた
め、直接音、初期反射音、残響音の長さや質が変
化するからです。SFCには、このようなことを考
慮した音場空間プログラムが設定されています。

BBEについて
●BBEは、音楽再生時に発生する高調波成分の遅延
や振幅の狂いを、位相補正と高域ブーストを組み
合わせて修復します。これにより、極めて原音に
近い再生音を再現します。本機に内蔵のBBEを
使うと、透明度が高く、ライブ音声に近い自然な
臨場感を再現できます。

●この製品は、BBEサウンド・インコーポレーテッ
ドからの実施権に基づき製造されています。この
製品は米国BBE社の所有する特許USP4638258
と4482866を使用しています。
BBEとBBEのシンボルは、BBE Sound, Inc.の登
録商標です。

(DSP) ボタンを押す

SFCメニューが表示されます
(� 音の調節1 2 49ページ)

cまたはdボタンを押す

音場プログラムを選びます
切り換わる順番は、次のとおりです。

BBEを選択しているときは、
aまたはbボタンを押す

BBEのレベルを調節します

レベルを大きくするとき：aを押す
レベルを小さくするとき：bを押す
レベルは－4～＋4の範囲で調節できます。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

4

3

Studio

Jazz Club

BBE

OFF

Club

2

1

音の調節1
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ASL

騒音に合わせて音量を自動で変化させる

本機に内蔵のマイクで外部の騒音レベルを検
知し、騒音のレベルに合わせて音量と音質を
補正します。補正は自動で行いますので、ボ
リューム操作などに煩わされることなく、安
定した聞き心地を保ちます。

ASLについて
●ASLとは、「Automatic Sound Levelizer (オート
マチック サウンド レベライザー)」の略です。
ASLは、走行速度や道路状況によって変化する車
内の騒音を検知して、騒音レベルに合わせて自動
的に音量と音質を変化させる機能です。

メモ
●もともとの音量が十分にあるときは、騒音レベル
が大きくても、音量の上げ幅は小さくなります。

●この機能が働いて音量が上がりすぎたとき、音が
歪むことがあります。そのときはVOLUMEで音
量を下げてください。

(DSP) ボタンを押す

ASLメニューが表示されます
(� 音の調節1 2 49ページ)

aボタンを押す

ASLがONになります

bボタンを押すと、ASLがOFFになります。

cまたはdボタンを押す

ASLのレベルを選びます
切り換わる順番は、次のとおりです。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

4

Mid-L

Mid

High

Low

Mid-H

3

2

1

音の調節1
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オートタイムアライメント&イコライジングを行う前に

オートタイムアライメント&イ
コライジング (Auto TA&EQ)
機能とは
車内空間には、形状、材質、スピーカーの取
付位置やリスニングポジションなど、さまざ
まな制約があります。このため、ホームオー
ディオに比べて、音響特性が大きく乱れてい
ます。乱れた音響特性を補正するために、一
般的にはイコライザーなどを使用します。し
かし、車内の音響特性を最適にするために
は、音響測定器などの道具や、音響調整の熟
練した技術が必要です。
この、複雑で困難な音響調整を、専用のマイ
クだけで自動的に行う機能が、本機の「オー
トタイムアライメント&イコライジング(Auto
TA&EQ)」機能です。

本機のAuto TA&EQ機能は、車室内を最良の
音響空間にするために必要な調整を、全て自
動で行います。そして、車室内の音響特性を、
乱れが少なく、滑らかな状態に最適化します
(Auto EQ)。また、各スピーカーからリスニ
ングポジションまでの距離を測定し、音声の
到達時間を補正します(Auto TA)。

こうして、それぞれの車にとって最良の音響
空間を手軽に実現します。

音の調節1

20

警告
運転中にAuto TA&EQを行わない

自動車が走行中に Auto
TA&EQを行わないでくだ
さい。Auto TA&EQ機能
は車室内の音響特性を測定
するために、スピーカーか
ら大音量の計測音を出すこ
とがあります。この場合、
運転の妨げになり事故の原
因となることがあります。



内
蔵
D
S
P
で
音
を
調
節
す
る

65

Auto TA&EQを行う前に、必ずお読みください

スピーカーの破損を防止するために
次の状態でAuto TA&EQを行うと、スピー
カーを破損するおそれがあります。Auto
TA&EQを行う前に、よく確認してください。
●スピーカーの接続を誤っている場合
(例：サブウーファー出力にリアスピーカーを接続し
ている場合)
●スピーカーの耐入力を超えるパワーアンプを接続
している場合

Auto TA&EQを行う前に
必ずしておくこと
Auto TA&EQを効果的に行うために、準備し
ていただくことがあります。下記を参照して、
正しく準備してください。

1 なるべく静かな場所に車を停車させる。

2 車のエンジン、エアコン、ヒーターをオフにする。
(エアコンやヒーターのファンの騒音によって、Auto
TA&EQが実行できないことがあります。)

3 携帯電話や車載電話の電源をオフにする。または
車外に持ち出す。

4 付属の音響特性測定用マイクを用意する。
（それ以外のマイクでは、音響特性が正しく測定され
ません。）

5 フロントスピーカーを接続する。
（接続していないと、Auto TA&EQが実行できません。）

6 フロントスピーカーのミュートを解除する。
（ミュートしていると、AutoTA&EQが実行できま
せん。）

7 リスニングポジションを設定する。
(リスニングポジションをF/RまたはF/L以外に設定
したときは、Auto TA&EQをはじめると、強制的に
F/Rに再設定されます。)

8 入力レベルコントロール付きパワーアンプを接続し
ている場合は、入力レベルを推奨位置に合わせる。

9 ローパスフィルター付きのパワーアンプを接続して
いる場合は、ローパスフィルターをオフにする。

a ローパスフィルター付きのパワードサブウーファー
を接続している場合は、ローパスフィルターの遮断周
波数を最も高い値に設定する。

Auto TA&EQによる調節で
変更される設定
Auto TA&EQを行うと、設定が次のように変
更されます。
●前後左右の音量バランス設定
(フェーダー／バランス)
:初期設定に戻る

●イコライザーカーブ
:フラットに設定される

●リスニングポジション
:F/Ｒに設定される
(F/Lに設定していた場合は、F/Lのまま)

●サブウーファー出力
:オフにしていた場合、オンに設定される

●リアハイパスフィルター
:車内の音響特性に合わせて調節される

Auto TA&EQの調節内容について
●再度Auto TA&EQを行うと、前回の調整
内容は消去されます。
●Auto TA&EQ測定時に算出されたタイム
アライメントの値は、コンピューターが算出
した正確な遅延時間を基に測定されたもので
す。次のような場合に、実際の距離と異なる
ことがありますが、そのままご使用くださ
い。
●車室内の反射音が直接音より強く、かつ遅延
を生じている

●パワードサブウーファーや外部アンプのロー
パスフィルターの影響により、低音に遅延が
生じている
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オートタイムアライメント&イコライジングを行う

オートタイムアライメント&イコライジング
を行う前に、「オートタイムアライメント&イ
コライジングを行う前に (�音の調節1 k 64
ページ)」をよく読んで、オートタイムアライ
メント＆イコライジングの準備を行ってくだ
さい。

マイクをセットする

ベルトなどを使用して、運転席のヘッド
レストの中央に、付属のマイクを前向き
に固定します

メモ
●マイクの取付位置が悪いと、測定音が大きくなっ
たり測定時間がかかったりして、車のバッテリー
が上がるおそれがあります。マイクは必ず指定の
位置に取り付けてください。

●音響特性測定用マイクをセットする位置により、
Auto TA&EQの調整内容が変化します。お好みに
より、助手席にセットすることもできます。

(SOURCE) ボタン
を長く押す

本機の電源をOFFにします

(AUDIO) ボタンを
長く押す

Auto TA&EQ計測モードが表示され
ます

ボタンを押す

フロントパネルを開けます

フロントパネルの左側を持って
フロントパネルを取り外す

フロントパネルが外れます

マイクを本機に接続する

付属の音響特性測定用マイクを、音響
特性測定用マイク挿入口 (Au t o
TA&EQ用) に接続します

音響特性測定用用
マイク

音響特性測定用マイク挿入口

6

フロントパネル

5

4

3

2

音響特性測定用マイク

ベルト
など

音響特性測
定用マイク
挿入口へ

1

音の調節1

21
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Auto TA&EQ

メモ
●Auto TA&EQを開始してから測定が終了するまで
に、約4分かかります。測定時間は周囲の騒音状
態、車両形状、スピーカーの数などにより異なり
ます。

●本機に音響特性測定用マイクがしっかりと挿入
されていない状態でAuto TA&EQを行うと、エ
ラーが生じます。マイクを確実に挿入して、
Auto TA&EQを行ってください。

車の外に出る

本機にマイクを接続すると、「ピッ」という音
で10秒のカウントダウンが始まります。10
秒以内に車外に出て、ドアを閉めてください。

Auto TA&EQが開始される

計測音 (ノイズ) が各スピーカーから出
力され、Auto TA&EQが始まります
Auto TA&EQ中は、ディスク挿入口のイルミ
ネーションが1秒間隔で、赤色に点滅します。

メモ
●直射日光が当たると、挿入口イルミネーションの
赤色が見えにくくなることがあります。挿入口イ
ルミネーションの色が見えやすい環境でAuto
TA&EQを行うことをおすすめします。

Auto TA&EQが自動的に
終了する

計測が終わると、Auto TA＆EQは
自動的に終了します
Auto TA&EQが正常に終了すると、挿入口イ
ルミネーションの点滅が終わり、赤色に点灯
します。
Auto TA&EQ動作中にエラーが生じた場合
は、挿入口イルミネーションが短い間隔で点
滅します。

フロントパネルを
本体に押しつける

フロントパネルを取り付けます

Auto TA&EQの内容を
確認する

ディスプレイに表示される内容を確認し
てください

メモ
●Auto TA&EQを途中でやめたくなったときは、音
響特性測定用マイクを取り外すか、EJECTボタ
ンを押してください。Auto TA&EQ測定モードを
自動的に解除します。

●音響特性測定用マイクは、グローブボックスなど
に入れて、大切に保管してください。直射日光の
当たる場所や、高温になる場所に長時間放置する
と、変形、変色、故障の原因となります。

11

フロントパネル

10

9

挿入口イルミネーション

8

7
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音質調整

音質調整
5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-P9」を接続したとき

効果的な音質調整のために
オーディオ調整メニューでの操作

別売の5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-
P9」は、車内をよりよい音響空間にするた
めに、数々の音質調整機能を搭載していま
す。本機と「DEQ-P9」を組み合わせること
で、「DEQ-P9」に搭載されている、全ての
音質調整機能が操作できます。

効果的な音場調整のために
DSP調整メニューでの操作

別売の5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-
P9」は、高品質な音質調整と音場制御のため
に、デジタル信号処理 (DSP) を搭載していま
す。本機と「DEQ-P9」を組み合わせること
で、「DEQ-P9」に搭載されている、全ての
DSP調整機能が操作できます。そして、きめ
細かい音質調整と、音場の再現が可能です。

5.1ch対応・DSPユニット
「DEQ-P9」を接続したときは

本機に、5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-
P9」を接続したときは、「DEQ-P9」に内蔵
の音質・音場調整機能が使用できます。

効果的な音質・音場調整の順序
音質・音場調整を効果的に行うためには、正
しい順序で行っていただく必要があります。
以下の順序通りに設定してください。

1 接続したスピーカーを設定する
(� 音の調節2 4 70ページ)

スピーカーの有無 (ON/OFF) を設定して
ください。

2 音場の中心で聞く
(� 音の調節2 f81ページ)

F/R (前部右座席) か、F/L (前部左座席)
を選んでください。

3 オートタイムアライメント
&イコライジング

(� 音の調節2 j86ページ)

オートタイムアライメント&イコライジング
を行うと、車室内の音響特性を、乱れが少な
く、滑らかな状態に最適化します。オートタ
イムアライメント&イコライジングを行った
後に、以下の操作を行うと効果的です。
・イコライザーカーブを選ぶ

(� 音の調節2 d 79ページ)

・ドルビープロロジックIIを使う
(� 音の調節2 g 82ページ)

・オリジナルの音声で聞く※

(� 音の調節2 c 78ページ)
※ Auto TA&EQの効果を確かめたいときにご
使用ください

オートタイムアライメント&イコライジング
を行うと、以下の内容は自動で最適な状態に
設定されます。必要に応じて微調整を行って
ください。
・前後左右の音量バランスを調節する

(� 音の調節2 3 70ページ)

・クロスオーバー周波数を設定する
(� 音の調節2 5 72ページ)

・スピーカーレベルを調節する
(� 音の調節2 6 73ページ)

・テストトーンでスピーカーレベルを調節する
(� 音の調節2 7 74ページ)

・タイムアライメントを切り換える
(� 音の調節2 8 75ページ)

・タイムアライメントを調節する
(� 音の調節2 9 76ページ)

・ 3バンドパラメトリックイコライザーを調節する
(� 音の調節2 e 80ページ)

・オートイコライザーをON/OFFする
(� 音の調節2 i85ページ)

DVDを再生しているときは、お好みに合わ
せて以下の設定を行ってください。
・ダイナミックレンジコントロールを使う

(� 音の調節2 b 78ページ)

・ダウンミックス機能を使う
(� 音の調節2 a 77ページ)

音の調節2

1
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音質調整

オーディオ・DSP調整メニューの切り換えかた

オーディオ調整メニューの
切り換えかた
「音量バランス調整」「スピーカーサイズ設
定」などの音質調整機能を使うときは、オー
ディオ調整メニューで操作します。

(AUDIO) ボタンを押す

(AUDIO) ボタンを押すごとに、
次の順序で機能が切り換わります

メモ
●ふだんの再生画面に戻るときは、BANDボタン
を押します。また、約30秒間、何も操作しなか
ったときも、自動的に戻ります。ただし、下記
の操作をしているときは、自動では戻りません。
・テストトーン出力
・タイムアライメント調節

DSP調整メニューの
切り換えかた
「3バンドパラメトリックイコライザー調整」
「音場の中心で聞く」などの音場調整機能を使
うときは、DSP調整メニューで操作します。

(DSP) ボタンを押す

(DSP) ボタンを押すごとに、
次の順序で機能が切り換わります

メモ
●ふだんの再生画面に戻るときは、BANDボタン
を押します。また、約30秒間、何も操作しなか
ったときも、自動的に戻ります。ただし、下記
の操作をしているときは、自動では戻りません。
・3バンドパラメトリックイコライザー調整

SFC ( サウンドフィールドコントロール )
(�音の調節2 84ページ )

オートイコライザー選択
(�音の調節2 85ページ )

ミュージックモード選択
(�音の調節2 83ページ )

ドルビープロロジック II モード選択
(�音の調節2 82ページ )

リスニングポジション選択
(�音の調節2 81ページ )

3 バンド パラメトリックイコライザー調整
(�音の調節2 80ページ )

イコライザー選択
(�音の調節2 79ページ )

1

ダイレクト
(�音の調節2 78ページ )

ダイナミックレンジコントロール
(�音の調節2 78ページ )

ダウンミックス
(�音の調節2 77ページ )

タイムアライメント調節
(�音の調節2 76ページ )

タイムアライメント選択
(�音の調節2 75ページ )

テストトーン出力
(�音の調節2 74ページ )

スピーカーレベル調節
(�音の調節2 73ページ )

クロスオーバー周波数設定
(�音の調節2 72ページ )

スピーカーサイズ設定
(�音の調節2 70ページ )

音量バランス調節
(�音の調節2 70ページ )

1

音の調節2

2
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フェーダー/バランス

前後左右の音量
バランスを調節する

前後左右のスピーカーからの音量バランスを
調節できます。より自然に聞こえるバランス
に設定してください。

(AUDIO) ボタンを押す

音量バランス調節メニューが
表示されます
(� 音の調節2 2 69ページ)

aまたはbボタンを押す

前後の音量バランス (Fader) を
調節できます

前を強めるとき ：aを押す
後ろを強めるとき ：bを押す

前後のバランスは、F25～R25の範囲で
調節できます。

cまたはdボタンを押す

左右の音量バランス (Balance) を
調節できます

右を強めるとき ：dを押す
左を強めるとき ：cを押す

左右のバランスは、L25～R25の範囲で
調節できます。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

4

3

2

1

音の調節2

3
接続したスピーカー
を設定する

各スピーカーの有無やサイズを設定する
●スピーカーの有無や、接続したスピーカーのサ
イズ (低音再生能力) を設定できます。この設定
により、次の項目を調整できます。
・スピーカーを接続していないチャンネルの音
を、他のスピーカーに振り分ける

・低音再生に適したスピーカーを設定する

Auto TA&EQを行うときは
●Auto TA&EQを行うときは、スピーカーの有無
だけを設定してください。スピーカーのサイズ
は自動的に設定されます。

●接続していないスピーカーの設定は、必ずOFF
にしてください。

スピーカーサイズについて
●スピーカーサイズ設定の目安は、100Hz以下の
周波数の再生能力が基準になります。100Hz以
下の周波数が再生できる場合は、スピーカーサイ
ズをLARGE (LRG) にしてください。100Hz以下
の周波数が再生できない場合は、スピーカーサイ
ズをSMALL (SML) にしてください。
(スピーカーの再生周波数帯域については、お手
持ちのスピーカーの取扱説明書をご覧ください。)

●接続していないスピーカーの設定は、必ずOFF
にしてください。

●フロントスピーカーとリアスピーカーの両方を
SMALLに設定すると、低音が著しく不足した
感じになります。

●2チャンネルのモノラルソースを再生していると
きにドルビープロロジックIIをONにすると、次
のような現象が起こることがあります。
・センタースピーカーの設定を SMALL や
LARGEにしている場合、センタースピーカー
だけから音が出力されることがあります。

・センタースピーカーを接続しないと、音が出
力されないことがあります。

音の調節2

4
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スピーカーサイズ設定

サブウーファーを接続したときは
●サブウーファーの設定がOFFになっている場合
は、サブウーファーの位相切り換えができませ
ん。サブウーファーを接続したときは、必ずサ
ブウーファーの設定をONにしてください。

位相切り換えについて
●サブウーファーから出力される音の中には、フ
ロント/リアスピーカーから出力される音と同じ
周波数帯域のものが含まれています。車内条件
により、これらの音の位相どうしが反転 (干渉)
すると、その周波数帯域が打ち消し合ってしま
うことがあります。この現象を防ぐものが、サ
ブウーファーの位相切り換えです。車内条件に
よって、正相 (フロント/リアスピーカーと同時
に出力される）が良いか、逆相 (フロント/リア
スピーカーとタイミングをずらして出力される）
が良いかを選んで設定してください。

(AUDIO) ボタンを押す

スピーカーサイズ設定メニューが
表示されます
(� 音の調節2 2 69ページ)

cまたはdボタンを押す

設定したいスピーカーを選びます
切り換わる順番は、次のとおりです。

aまたはbボタンを押す

スピーカーの有無やサイズを設定します
各スピーカーの設定は、次の中から選ぶこと
ができます。

フロントスピーカー ：SML/LRG
リアスピーカー ：OFF/SML/LRG
センタースピーカー ：OFF/SML/LRG
サブウーファー ：OFF/ON
サブウーファー位相 ：NOR/REV

メモ
●スピーカーは、以下の内容を参照して、正しく
設定してください。
SML：100Hz以下の周波数が再生できない
LRG：100Hz以下の周波数が再生できる
OFF：スピーカーを接続していない
ON：サブウーファーを接続している
NOR：正相
REV：逆相

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

4

3

Rear ( リアスピーカー )

Center ( センタースピーカー )

Phase ( サブウーファー位相 )

Front ( フロントスピーカー )

SUB W. ( サブウーファー )

2

1
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クロスオーバー周波数設定

クロスオーバー周波数を設定する

複数のスピーカーで構成されるシステムで、そ
れぞれのスピーカーが再生する周波数帯域を
定める境界のことを、クロスオーバー周波数
と呼びます。クロスオーバー周波数によって、
スピーカーサイズをSMALL (SML) に設定し
たスピーカーや、サブウーファーが再生する
周波数帯域を設定できます。
SMALL (SML) に設定されたスピーカーから
は、選んだ周波数より高い周波数帯域が再生
されます。カットされた周波数帯域は、サブ
ウーファーまたはLARGEに設定されたスピー
カーから再生されます。

メモ
●サブウーファーからは、選んだ周波数より低い
周波数帯域が再生されます。

●サブウーファーのLPF (ローパスフィルター)と、
スピーカーサイズをSMALL (SML) に設定した
スピーカーのHPF (ハイパスフィルター) を設定
します。サブウーファーがOFFで、他のスピー
カーのサイズがLARGE (LRG) やOFFに設定さ
れている場合、クロスオーバー周波数の設定は
無効になります。

●スピーカー設定モード (� 音の調節2 4 70
ページ) でOFFに設定したスピーカーは選べま
せん。

(AUDIO) ボタンを押す

クロスオーバー周波数設定メニューが
表示されます
(� 音の調節2 2 69ページ)

cまたはdボタンを押す

設定したいスピーカーを選びます
切り換わる順番は、次のとおりです。

aまたはbボタンを押す

カットオフ周波数を選びます

高い周波数を選ぶとき ：aを押す
低い周波数を選ぶとき ：bを押す
クロスオーバー周波数は、63、80、100、
125、160、200 (Hz) の中から選ぶことが
できます。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

4

3

HPF R ( リアスピーカー )

HPF C ( センタースピーカー )

HPF F ( フロントスピーカー )

HPF S ( サブウーファー )

2

1

音の調節2

5
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スピーカーレベル調節

スピーカーレベルを調節する

テストトーンで調節した各スピーカーからの
出力レベル (�音の調節2 7 74ページ)を、
実際の音声を聞きながら再調整できます。

メモ
●スピーカーレベル調整メニューとテストトーンメ
ニュー (� 音の調節2 7 74ページ)の出力レベ
ルは同じ値になります。

●スピーカーサイズ設定メニュー (� 音の調節2
4 70ページ)でOFFにしたスピーカーは選べま
せん。

(AUDIO) ボタンを押す

スピーカーレベル調節メニューが
表示されます
(� 音の調節2 2 69ページ)

cまたはdボタンを押す

設定したいスピーカーを選びます
切り換わる順番は、次のとおりです。

aまたはbボタンを押す

レベルを調節します

レベルを大きくするとき：aを押す
レベルを小さくするとき：bを押す

レベルは、－10 ～＋10 の範囲で調節でき
ます。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

4

3

Center ( センタースピーカー )

Front-R ( フロント右スピーカー )

Rear-L ( リア左スピーカー )

Front-L ( フロント左スピーカー )

Rear-R ( リア右スピーカー )

SUB W. ( サブウーファー )

2

1

音の調節2

6
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テストトーン出力

テストトーンでスピーカーレベルを調節する

テストトーンを聞きながら、各スピーカーか
らの出力レベルを調節できます。
スピーカーシステム全体のバランスを整えた
いときに便利です。

メモ
●スピーカーレベル調整メニュー (� 音の調節2

6 73ページ)とテストトーンメニューの出力レ
ベルは同じ値になります。

●スピーカーサイズ設定メニュー (� 音の調節2
4 70ページ)でOFFにしたスピーカーは選べま
せん。

●レベルを調節している間、テストトーンは次の
スピーカーには切り換わりません。

(AUDIO) ボタンを押す

テストトーン出力メニューが
表示されます
(� 音の調節2 2 69ページ)

dボタンを押す

テストトーン出力を開始します
スピーカーが自動的に切り換わります。切り
換わる順番は、次のとおりです。

aまたはbボタンを押す

レベルを調節します

レベルを大きくするとき：aを押す
レベルを小さくするとき：bを押す

レベルは、－10 ～＋10 の範囲で調節でき
ます。

cボタンを押す

テストトーン出力が停止します

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

5

4

3

Center ( センタースピーカー )

Front-R ( フロント右スピーカー )

Rear-L ( リア左スピーカー )

Front-L ( フロント左スピーカー )

Rear-R ( リア右スピーカー )

SUB W. ( サブウーファー )

2

1

音の調節2

7
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タイムアライメントは、各スピーカーからリ
スニングポジションまでの距離を調節する機
能です。出荷時にあらかじめ設定された値
(Initial)、お好みで設定した値 (Custom)、ま
たはオートタイムアライメント&イコライジ
ング (Auto TA&EQ)で設定された値の3種類
の中から選べます。

メモ
●オートタイムアライメント&イコライジングを行
っていない場合は、Auto TAは選べません。(画
面上に、「Set Auto TA」が表示されます。)

タイムアライメントの設定について
●タイムアライメントは、下記を参照してお好み
の値を選んでください。
Initial ：工場出荷時に設定された、タイムアラ

イメントの初期値です。
Custom ：お好みに合わせて調節したタイムアラ

イメントです。
Auto TA ：オートタイムアライメント&イコライ

ジング機能を使って設定したタイムア
ライメントです。Auto TA&EQ
(� 音の調節2 k 88ページ)を行っ
た後は、自動的にこの設定になり
ます。

TA OFF ：タイムアライメントをOFFにします。

(AUDIO) ボタンを押す

タイムアライメント選択メニューが
表示されます (� 音の調節2 2 69ページ)

cまたはdボタンを押す

設定を選びます
切り換わる順番は、次のとおりです。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

3

Custom

Auto TA

TA OFF

Initial

2

1

タイムアライメント選択

タイムアライメントを切り換える音の調節2

8
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タイムアライメント調節

タイムアライメントを調節する

各スピーカーからリスニングポジションまで
の距離を調節することで、音声の到達時間を
補正し、音像の定位や全体的なバランスを調
節できます。リスニングポジション (� 音の
調節2 f81ページ)を設定すると自動的に調
節されますが、タイムアライメントではさら
に厳密に調節できます。

タイムアライメントを調節するには
●リスニングポジション選択 (� 音の調節2 f81
ページ)で、Front-RかFront-Lを選んでいない
と、タイムアライメントの調節はできません。

●サブウーファーの設定 (� 音の調節2 4 71ペー
ジ)がOFFになっていると、サブウーファーのタ
イムアライメント調節ができません。サブウー
ファーを接続したときは、必ずサブウーファーの
設定をONにしてください。

(AUDIO) ボタンを押す

タイムアライメント調節メニューが
表示されます (� 音の調節2 2 69ページ)

cまたはdボタンを押す

調節したいスピーカーを選びます
切り換わる順番は、次のとおりです。

aまたはbボタンを押す

距離を調節します

距離を長くするとき：aを押す
距離を短くするとき：bを押す

距離は2.5 cmずつ、0.0 cm ～ 500.0 cmの
範囲で調節できます。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

4

3

C ( センタースピーカー )

F-R ( フロント右スピーカー )

R-L ( リア左スピーカー )

F-L ( フロント左スピーカー )

R-R ( リア右スピーカー )

S/W ( サブウーファー )

2

1

音の調節2

9
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ダウンミックス

ダウンミックス機能を使う

ダウンミックスとは、5.1チャンネルの音声
を、2チャンネルに変換する機能のことです。
チャンネル数を落として、音声をDVDフォー
マットの中で定められた一定基準にしたがって
混合し、再生します。このため、センタース
ピーカーやサブウーファーを持たないシステム
でも、5.1チャンネルの臨場感や音場感を再現
できます。

メモ
●DVDオーディオには、ダウンミックスを禁止し
ているものがあります。その場合は、ダウンミ
ックスを設定しても実行されません。

ダウンミックスの設定内容について
Lo/Ro：
オリジナルの音声が、サラウンド成分のような
音声チャンネルを含まない場合に選択します。オ
リジナルの音声を2チャンネル音声に変換して再
生します。

Lt/Rt：
オリジナルの音声が、サラウンド成分を含んで
いるときに選択します。サラウンド成分を復元
(デコード) できるように、2チャンネル音声に
変換して再生します。

(AUDIO) ボタンを押す

ダウンミックスメニューが表示されます
(� 音の調節2 2 69ページ)

cまたはdボタンを押す

ダウンミックスの設定を選びます

Lo/Roを選ぶとき ：cを押す
Lt/Rtを選ぶとき ：dを押す

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

3

2

1

音の調節2

10
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ダイレクト

オリジナルの音声で
聞く

各種オーディオの設定を一時的に無効にしま
す。調整したオーディオ設定の効果を確かめ
るときに使うと便利です。

ダイレクトメニューがONのときは
●ダイレクトメニューがONのときは、以下の操
作だけが有効です。
・音量調節 (VOLUMEとATT)
・ドルビープロロジックII

● 2チャンネルのリニアPCMまたは2チャンネル
のドルビーデジタル音声では、フロントスピー
カー (左右)以外からは音声が出力されません。

(AUDIO) ボタンを押す

ダイレクトメニューが表示されます
(� 音の調節2 2 69ページ)

aボタンを押す

ダイレクトがONになります

bボタンを押すと、ダイレクトが
OFFになります。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

3

2

1

音の調節2

12
ダイナミックレンジコントロール

ダイナミックレンジ
コントロールを使う

ダイナミックレンジとは、一番大きな音と一
番小さな音の幅のことです。ダイナミックレ
ンジコントロールは、この幅を圧縮して、音
を聞き取りやすくする機能です。音量を下げ
て楽しむときに使うと効果的です。

メモ
●ダイナミックレンジコントロールは、ドルビー
デジタル音声のときだけ効果が得られます。

●DVDディスクを再生しているときだけ、ダイナ
ミックレンジコントロールメニューに切り換わ
ります。

(AUDIO) ボタンを押す

ダイナミックレンジコントロール
メニューが表示されます
(� 音の調節2 2 69ページ)

aボタンを押す

ダイナミックレンジコントロールが
ONになります

bボタンを押すと、ダイナミックレンジ
コントロールがOFFになります。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

3

2

1

音の調節2

11
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イコライザー選択

イコライザーカーブを選ぶ

あらかじめ用意されたイコライザーカーブを選
ぶだけで、お好みの音質にできます。

Custom1について
●Custom1には、お好みに合わせて調節したイコ
ライザーカーブがソースごとに登録されます。(1
枚型CDとマルチCD、エクスターナル1とエク
スターナル2は、それぞれ同じ設定になりま
す。)あらかじめ用意されたイコライザーカーブ
を調節すると、Custom1カーブとして登録され
ます。

Custom2について
●Custom2は、全ソースに共通したイコライザー
カーブで、お好みに合わせて調節できます。

EQ Flatについて
●EQ Flatカーブでは、イコライザーによる音の補
正は行いません。設定したイコライザーカーブ
と交互に切り換えて、イコライザーの効果を確
認するときに使用してください。

(DSP) ボタンを押す

イコライザー選択メニューが表示され
ます (� 音の調節2 2 69ページ)

cまたはdボタンを押す

イコライザーカーブを選びます
切り換わる順番は、次のとおりです。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

3

Super Bass

Powerful

Natural

Vocal

EQ Flat

Custom1

Custom2

2

1

音の調節2

13
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3バンド パラメトリックイコライザーを調節する

パラメトリックイコライザーは、中心周波数、
帯域幅 (Q)のパラメーターをコントロールでき
るイコライザーです。本機は、3バンドパラ
メトリックイコライザーを搭載しています。こ
の機能を使って、「Custom1」と「Custom2」
のそれぞれのイコライザーカーブの、フロン
ト/センター/リアのそれぞれのスピーカーに対
して調節を行います。
各バンドの中心周波数や帯域幅 (Q)を細かく設
定できるので、多彩な音作りが可能です。

センタースピーカーの調節について
●センタースピーカーは、音像の定位に大きな影
響を及ぼします。このため、他のスピーカーと
同時にバランスを取るのは、非常に難しい作業
です。全体のバランスを取るためには、次の手
順で行うと簡単です。
1 2チャンネルの音声 (CDなど)を再生する
2 センタースピーカーを除く全てのスピーカー
のバランスを取る

3 5.1チャンネルの音声 (ドルビーデジタルや
DTS) を再生する

4 センタースピーカーを、全体のスピーカーの
バランスに合わせて調節する

中心周波数について
●各バンドの中心周波数は、26種類の周波数の中
から選ぶことができます。周波数は1/3オクター
ブずつのステップで切り換えることができますが、
各バンドの中心周波数の間隔を1オクターブ未満
にすることはできません。

(DSP) ボタンを押す

3バンド パラメトリックイコライザー
調整メニューが表示されます
(� 音の調節2 2 69ページ)

cまたはdボタンを押す

調節したい項目を選びます
切り換わる順番は、次のとおりです。

aまたはbボタンを押す

調節したいスピーカーを選びます
切り換わる順番は、次のとおりです。

dを押してから、
aまたはbボタンを押す

調節したいバンドを選びます
切り換わる順番は、次のとおりです。

Low ( 低音域 )

Mid ( 中音域 )

Hi ( 高音域 )

4

Front ( フロント )

Center ( センター )

Rear ( リア )

3

PEQ：Front ( スピーカー )

Front：Low ( バンド )

F Low 40 ( 中心周波数 )

F Low：＋ 5 ( レベル )

F Low Q:NAR ( カーブ )

2

1

音の調節2

14
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PEQ

dを押してから、
aまたはbボタンを押す

中心周波数を選びます

高い周波数を選ぶとき ：aを押す
低い周波数を選ぶとき ：bを押す

中心周波数は、40、50、63、80、100、
125、160、200、250、315、400、500、
630、800、1k、1.25k、1.6k、2k、2.5k、
3.15k、4k、5k、6.3k、8k、10k、12.5k
(Hz) の中から選ぶことができます。

dを押してから、
aまたはbボタンを押す

レベルを調節します

レベルを大きくするとき：aを押す
レベルを小さくするとき：bを押す
レベルは、－6～＋6の範囲で調節できます。

dを押してから、
aまたはbボタンを押す

カーブの傾きを選びます

緩やかな傾き (Q.WIDE) を選ぶとき ：aを押す
急な傾き (Q.NAR) を選ぶとき ：bを押す

手順2～7を繰り返す

各スピーカーの核バンドも同様に調節
します

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

9

8

7

6

5

リスニングポジション選択

音場の中心で聞く

リスニングポジションセレクターを使って、
乗車位置や人数に合わせた最適な音響特性を
実現します。

リスニングポジションセレクターについて
●リスニングポジションセレクターは、座席位置
や人数に合わせて、各スピーカーから出力され
る音の遅延時間とレベルを自動的に調節する機
能です。この機能を使うと、どの座席位置でも
自然な音響特性が得られます。

乗車位置について
●乗車位置は、下記を参考に選んでください。

Front-R：右ハンドル車に運転者だけがいるとき
Front-L：左ハンドル車に運転者だけがいるとき
Front ：同乗者が助手席にいるとき
All ：同乗者が後部座席にいるとき

(DSP) ボタンを押す

リスニングポジション選択メニューが
表示されます (� 音の調節2 2 69ページ)

abcdボタンを押す

リスニングポジションを選びます

Front-R (前部右座席)を選ぶとき：dを押す
Front-L (前部左座席)を選ぶとき：cを押す
Front (前部座席)を選ぶとき ：aを押す
All (全座席)を選ぶとき ：bを押す

同じボタンを押すごとに、ON/OFFします。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

3

2

1

音の調節2

15
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ドルビープロロジックIIを使う

ドルビープロロジックIIは、オリジナル録音の
空間情報から、立体的なサラウンド空間を作
り出す、先進的な機能です。この機能を使う
と、2チャンネルのステレオ音声を5.1チャン
ネルに拡張して再生します。

ドルビープロロジックIIによる5.1チャンネル
再生は、あらゆる2チャンネルステレオ音源
に対して可能です。たとえば古い映画やCDな
ど、2チャンネルステレオで録音された音源で
も、5.1チャンネルに拡張して再生できます。

また、従来のドルビープロロジックに比べ、
音の定位がより鮮明になり、音の移動も自然
に再生されるので、より立体的な音場を楽し
めます。

ドルビープロロジックIIの
モードを選ぶ

ドルビープロロジックIIのON/OFFについて
●こんなときは、ドルビープロロジックIIをONに
してください。
・音声が2チャンネルのリニアPCM、または2
チャンネルのドルビーデジタルのとき

・SFCがMusical、DramaまたはActionのとき
●こんなときは、ドルビープロロジックIIをOFF
にしてください。
・SFCがJazz、HallまたはClubのとき

ドルビープロロジックIIのモードについて
マトリックス (MATRIX)
方向性強調回路がオフになるため、シンプルな
サラウンド再生になります。FMやTVなどのス
テレオ放送で、受信状態が不安定な場合に適し
ています。

ミュージック (MUSIC)
広く深い音場を表現し、音楽などを臨場感豊か
に再生します。ミュージックモードのパラメー
ターを調整することで、お好みに合わせた空間
表現を得ることができます。

ムービー (MOVIE)
映画やドラマなどのステレオ音声を、5.1チャン
ネル録音に迫る、立体的で迫力のある音声にし
ます。

オフ (OFF)
ドルビープロロジックIIをオフにします。

(DSP) ボタンを押す

ドルビープロロジックIIモード選択
メニューが表示されます
(� 音の調節2 2 69ページ)

cまたはdボタンを押す

ドルビープロロジックIIのモードを
選びます
切り換わる順番は、次のとおりです。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

メモ
●スピーカー設定モード (� 音の調節2 4 70ペー
ジ)で、センタースピーカーまたはリアスピーカー
を設定したときだけ、ドルビープロロジックIIモー
ドに切り換わります。

●2チャンネルのモノラルソースを再生していると
きにドルビープロロジックIIをONにすると次の
ような現象が起こることがあります。
・センタースピーカーの設定をSMALL (SML)
やLARGE (LRG) にしている場合、センター
スピーカーだけから音が出力されることがあ
ります。

・センタースピーカーを接続しないと、音が出
力されないことがあります。

●ドルビープロロジックIIは、48kHz以下の周波
数で動作します。その他の値では効果がありま
せん。

3

MOVIE ( ムービー )

MUSIC ( ミュージック )

MATRIX ( マトリックス )

OFF ( オフ )

2

1

音の調節2

16
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ドルビープロロジックIIモード選択/ミュージックモード選択

ミュージックモードの調節
ドルビープロロジックIIのモードを、ミュー
ジック (MUSIC) にしたときは、ミュージック
モードの調節ができます。

ミュージックモードについて
パノラマ (PANORAma)
フロントのステレオイメージをサラウンドスピー
カーまで拡張して再生します。こうして、広が
り感を創出し、包み込みの効果を高めます。

ディメンション (DIMENsion)
フロントスピーカーとリアスピーカー間で、中
高域にだけ有効なフェーダーです。前方への定
位感を制御するときに調整します。－3 ～ ＋3
の間で調整できます。＋ (プラス) 側にすると、
音はフロント側に移動します。－ (マイナス) 側
にすると、音はリア側に移動します。
お好みに合わせて調整してください。

センター幅 (CENTer W Control)
センタースピーカーの音を、フロントの左右ス
ピーカーに割り振ります。左右での定位感を制
御するときに調整します。0 ～ 7までの間で調
整できます。設定する値によって、次のように
変化します。
0：センタースピーカーだけでセンターの音を再

生します。フロントの左右スピーカーから
は、センターの音の成分は再生されません。

3：推奨設定です。センタースピーカーとフロ
ントスピーカーでバランスよく配分します。

7：センターの音を、フロントの左右スピー
カーに振り分けて再生します。センタース
ピーカーからは音は出力されません。

0がもっともセンタースピーカー寄りになり、7
が最も左右スピーカー寄りになります。お好み
に合わせて調整してください。

(DSP) ボタンを押す

ミュージックモード選択メニューが
表示されます
(� 音の調節2 2 69ページ)

cまたはdボタンを押す

ミュージックモードを選びます
切り換わる順番は、次のとおりです。

aまたはbボタンを押す

選択したミュージックモードを
調節します
ミュージックモードごとの調整幅は次のとお
りです。

PANORA (パノラマ) ：ON/OFF
DIMEN (ディメンション) ：－3～＋3
CENT.W (センター幅) ：0～ 7

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

4

3

PANORA ( パノラマ )

DIMEN ( ディメンション )

CENT.W ( センター幅 )

2

1
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SFC

イメージにあった演奏会場を再現する

「DEQ-P9」に内蔵のサウンドフィールドコン
トロール (SFC)を使って、演奏会場の音響特
性を再現します。クラブやスタジオなどの音
場空間を再現し、臨場感溢れる音楽で車室内
を満たします。

SFCについて
●SFCとは、「Sound Field Control (サウンド
フィールドコントロール)」の略です。演奏会場
の音は、会場ごとに独特の雰囲気があります。こ
れは、会場の広さや形状、残響特性が異なるた
め、直接音、初期反射音、残響音の長さや質が変
化するからです。SFCには、このようなことを考
慮した音場空間プログラムが設定されています。

音場プログラムの内容について
MUSICAL (ミュージカル)
音楽ソフトやミュージカル映画などを楽しむと
きに最適です。

DRAMA (ドラマ)
リアスピーカーの音と一体になって、1つの大
きなスピーカーのように響くイメージで幅広い
サラウンド感を再現します。また、直接音もし
っかりと響くので、ストーリー重視の映画を楽
しむときに最適です。

ACTION (アクション)
躍動感、スピード感に加え、爆発シーンなどの
迫力を、包み込むように再現します。アクショ
ンシーンの多い映画を楽しむときに最適です。

JAZZ (ジャズ)
ジャズクラブの音場を再現します。ライブ録音
の音声などを楽しむときに最適です。

HALL (ホール)
コンサートホールの音場を再現します。残響音
豊かな響きで、クラシック音楽などを楽しむと
きに最適です。

CLUB (クラブ)
クラブの音場を再現します。残響音が吸収され
やすい音場を再現するので、ビートのきいた音
楽を楽しむときに最適です。

(DSP) ボタンを押す

SFCメニューが表示されます
(� 音の調節2 2 69ページ)

cまたはdボタンを押す

音場プログラムを選びます
切り換わる順番は、次のとおりです。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

3

DRAMA ( ドラマ )

ACTION ( アクション )

HALL ( ホール )

MUSICAL ( ミュージカル )

JAZZ ( ジャズ )

CLUB ( クラブ )

SFC OFF ( オフ )

2

1

音の調節2

17
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オートイコライザー選択

オートイコライザー
をON/OFFする

オートタイムアライメント&イコライジング
(�音の調節2 j86ページ)で設定された値
をON/OFFできます。

メモ
●オートタイムアライメント&イコライジングを行
っていない場合は、オートイコライザーの
ON/OFF切り換えはできません。

(DSP) ボタンを押す

オートイコライザー選択メニューが
表示されます (� 音の調節2 2 69ページ)

aボタンを押す

オートイコライザーがONになります

bボタンを押すと、オートイコライザーが
OFFになります。

(BAND) ボタンを
押す

ふだんの再生画面に戻ります

3

2

1

音の調節2

18
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オートタイムアライメント&イコライジングを行う前に

オートタイムアライメント&イ
コライジング (Auto TA&EQ)
機能とは
車内空間には、形状、材質、スピーカーの取
付位置やリスニングポジションなど、さまざ
まな制約があります。このため、ホームオー
ディオに比べて、音響特性が大きく乱れてい
ます。乱れた音響特性を補正するために、一
般的にはイコライザーなどを使用します。し
かし、車内の音響特性を最適にするために
は、音響測定器などの道具や、音響調整の熟
練した技術が必要です。
この、複雑で困難な音響調整を、専用のマイ
クだけで自動的に行う機能が、「DEQ-P9」の
「オートタイムアライメント&イコライジング
(Auto TA&EQ)」機能です。

「DEQ-P9」のAuto TA&EQ機能は、車室内
を最良の音響空間にするために必要な調整を、
全て自動で行います。そして、車室内の音響
特性を、乱れが少なく、滑らかな状態に最適
化します(Auto EQ)。また、各スピーカーか
らリスニングポジションまでの距離を測定し、
音声の到達時間を補正します(Auto TA)。

こうして、それぞれの車にとって最良の音響
空間を手軽に実現します。

音の調節2

19

警告
運転中にAuto TA&EQを行わない

自動車が走行中に Auto
TA&EQを行わないでくだ
さい。Auto TA&EQ機能
は車室内の音響特性を測定
するために、スピーカーか
ら大音量の計測音を出すこ
とがあります。この場合、
運転の妨げになり事故の原
因となることがあります。
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Auto TA&EQを行う前に、必ずお読みください

スピーカーの破損を防止するために
次の状態でAuto TA&EQを行うと、スピー
カーを破損するおそれがあります。Auto
TA&EQを行う前に、よく確認してください。
●スピーカーの接続を誤っている場合
(例：サブウーファー出力にリアスピーカーを接続し
ている場合)
●スピーカーの耐入力を超えるパワーアンプを接続
している場合

Auto TA&EQを行う前に
必ずしておくこと
Auto TA&EQを効果的に行うために、準備し
ていただくことがあります。下記を参照して、
正しく準備してください。

1 なるべく静かな場所に車を停車させる。

2 車のエンジン、エアコン、ヒーターをオフにする。
(エアコンやヒーターのファンの騒音によって、Auto
TA&EQが実行できないことがあります。)

3 携帯電話や車載電話の電源をオフにする。または
車外に持ち出す。

4「DEQ-P9」に付属の音響特性測定用マイクを用意
する。
（それ以外のマイクでは、音響特性が正しく測定され
ません。）

5 フロントスピーカーを接続する。
（接続していないと、Auto TA&EQが実行できません。）

6 フロントスピーカーのミュートを解除する。
（ミュートしていると、AutoTA&EQが実行できま
せん。）

7 スピーカーを設定する。

8 リスニングポジションを設定する。
(リスニングポジションをF/RまたはF/L以外に設定
したときは、Auto TA&EQをはじめると、強制的に
F/Rに再設定されます。)

9 入力レベルコントロール付きパワーアンプを接続し
ている場合は、入力レベルを推奨位置に合わせる。

a ローパスフィルター付きのパワーアンプを接続して
いる場合は、ローパスフィルターをオフにする。

b ローパスフィルター付きのパワードサブウーファー
を接続している場合は、ローパスフィルターの遮断周
波数を最も高い値に設定する。

Auto TA&EQによる調節で
変更される設定
Auto TA&EQを行うと、設定が次のように変
更されます。
●前後左右の音量バランス設定
(フェーダー／バランス)
:初期設定に戻る

●イコライザーカーブ
:フラットに設定される

●リスニングポジション
:F/Ｒに設定される
(F/Lに設定していた場合は、F/Lのまま)

Auto TA&EQの調節内容について
●再度Auto TA&EQを行うと、前回の調整
内容は消去されます。
●Auto TA&EQ測定時に算出されたタイム
アライメントの値は、コンピューターが算出
した正確な遅延時間を基に測定されたもので
す。次のような場合に、実際の距離と異なる
ことがありますが、そのままご使用くだ
さい。
●車室内の反射音が直接音より強く、かつ遅延
を生じている

●パワードサブウーファーや外部アンプのロー
パスフィルターの影響により、低音に遅延が
生じている
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オートタイムアライメント&イコライジングを行う

オートタイムアライメント&イコライジング
を行う前に、「オートタイムアライメント&イ
コライジングを行う前に (�音の調節2 j86
ページ)」をよく読んで、オートタイムアライ
メント＆イコライジングの準備を行ってくだ
さい。

マイクをセットする

ベルトなどを使用して、運転席のヘッド
レストの中央に、「DEQ-P9」に付属の
マイクを前向きに固定します

メモ
●マイクの取付位置が悪いと、測定音が大きくなっ
たり測定時間がかかったりして、車のバッテリー
が上がるおそれがあります。マイクは必ず指定の
位置に取り付けてください。

●音響特性測定用マイクをセットする位置により、
Auto TA&EQの調整内容が変化します。お好みに
より、助手席にセットすることもできます。

●音響特性測定用マイクは、必ず「DEQ-P9」に付
属のものを使用してください。本機「MEH-P070」
に付属の音響特性測定用マイクはご使用になれま
せん。

(SOURCE) ボタン
を長く押す

本機の電源をOFFにします

(AUDIO) ボタンを
長く押す

Auto TA&EQ計測モードが表示され
ます

マイクを「DEQ-P9」に
接続する

「DEQ-P9」に付属の、音響特性測定
用マイクを、マイク入力端子 (Auto
TA&EQ用) に接続します

メモ
●「DEQ-P9」に音響特性測定用マイクがしっかり
と挿入されていない状態でAuto TA&EQを行う
と、エラーが生じます。マイクを確実に挿入し
て、Auto TA&EQを行ってください。

音響特性測定用マイク

オート EQ＆オートTA用
マイク入力 (AEQ&ATA
MIC IN) 端子

4

3

2

音響特性測定用マイク

ベルト
など

オート EQ&オート TA用
マイク入力へ

1

音の調節2

20
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Auto TA&EQ

aボタンを押す

Auto TA&EQを開始します

メモ
●Auto TA&EQを開始してから測定が終了するまで
に、約8分かかります。測定時間は周囲の騒音状
態、車両形状、スピーカーの数などにより異なり
ます。

車の外に出る

「ピッ」という音で10秒のカウントダウンが
始まります。10秒以内に車外に出て、ドアを
閉めてください。

Auto TA&EQが自動的に
終了する

計測が終わると、Auto TA＆EQは
自動的に終了します
Auto TA&EQが正常に終了すると、
「Complete」と表示されます。

メモ
●Auto TA&EQを途中でやめたくなったときは、
BANDボタンを押してください。Auto TA&EQ測
定モードを自動的に解除して、電源OFFになり
ます。

●音響特性測定用マイクは、グローブボックスなど
に入れて、大切に保管してください。直射日光の
当たる場所や、高温になる場所に長時間放置する
と、変形、変色、故障の原因となります。

7

6

5
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本機をより便利に
使うために

本機をより便利に使うために、数々の機能
を搭載しています。初期設定メニューを設
定することで、便利な機能をご使用いただ
けます。必要に応じて、正しく設定してく
ださい。

初期設定

1
初期設定メニューの
切り換えかた

(SOURCE) ボタン
を長く押す

本機の電源をOFFにします

(FUNCTION) ボタンを
長く押す

初期設定メニューに切り換わります

(FUNCTION) ボタンを
押す

(FUNCTION) ボタンを押すごと
に、次の順序で機能が切り換わります

※本機に、5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-P9」
を接続したときだけ、操作できます。

メモ
●初期設定メニューを解除するときは、BANDボ
タンを押します。

オーディオリセット
(�初期設定 96ページ )

エバースクロール切り換え
(�初期設定 95ページ )

ミュート /アッテネート切り換え
(�初期設定 94ページ )

デジタルアッテネーター切り換え
(�初期設定 93ページ )

RCA外部出力設定
(�初期設定 93ページ )

コントラスト切り換え
(�初期設定 92ページ )

ディマー設定
(�初期設定 92ページ )

外部機器設定
(�初期設定 91ページ )

時計調整
(�初期設定 91ページ )

※

3

2

1

初期設定

2
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時計調整

時計を合わせる

本機のディスプレイに時計を表示するため
に、時計を合わせておきます。

初期設定メニューを表示する

「初期設定メニューの切り換えかた
(� 初期設定 2)」を参照して、初期設
定メニューを表示します

(FUNCTION) ボタンを
押す

時計調整モードが表示されます

cまたはdボタンを押す

時または分を選びます
押すごとに、時と分が切り換わります。

aまたはbボタンを押す

時刻を合わせます

時刻を進めるとき ：aを押す
時刻を戻すとき ：bを押す

分を調節すると、0秒からカウントが始まり
ます。

(BAND) ボタンを
押す

初期設定メニューが解除され、電源が
OFFになります

5

4

3

2

1

初期設定

3
外部機器設定

外部機器を使う

本機に、ポータブル機器やVTRなどの機器
を接続すると、外部機器 (AUX) として音声
を聞くことができます。

外部機器との接続について
●別売の、RCA/IP-BUSインターコネクター
「CD-RB20」または「CD-RB10」を使うと、
RCA出力を装備したVTRやポータブル機器を、
外部機器 (AUX) として本機に接続できます。詳
しくは、RCA/IP-BUSインターコネクターの説
明書をご覧ください。

初期設定メニューを表示する

「初期設定メニューの切り換えかた
(� 初期設定 2)」を参照して、初期設
定メニューを表示します

(FUNCTION) ボタンを
押す

外部機器設定モードが表示されます

aボタンを押す

外部機器 (AUX) の設定がONになり
ます

bボタンを押すと、外部機器 (AUX) の設定
がOFFになります。

(BAND) ボタンを
押す

初期設定メニューが解除され、電源が
OFFになります

メモ
●外部機器の名称を変更することもできます。接
続した機器に合わせて名称を変更しておくと便利
です。外部機器の名称を変更するには (� 便利
な機能 7 101ページ)を参照してください。

4

3

2

1

初期設定

4
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ディマー設定

夜間のディスプレイ
の明るさを調節する

車のヘッドライトに連動して、ディスプレ
イを暗くできます。夜間運転中など、周囲
が暗いときに画面のまぶしさを抑えることが
できます。

初期設定メニューを表示する

「初期設定メニューの切り換えかた
(� 初期設定 2 90ページ)」を参照し
て、初期設定メニューを表示します

(FUNCTION) ボタンを
押す

ディマー設定モードが表示されます

aボタンを押す

ディマー設定がONになります

bボタンを押すと、ディマー設定がOFFに
なります。

(BAND) ボタンを
押す

初期設定メニューが解除され、電源が
OFFになります

4

3

2

1

初期設定

5
コントラスト切り換え

コントラストを変えて
画面を見やすくする

運転席や助手席など、本機を斜め上から見
て操作する場合、ディスプレイ表示が見に
くくなることがあります。コントラストを
切り換えることで、斜め上から見たときに
操作しやすいディスプレイに設定できます。

初期設定メニューを表示する

「初期設定メニューの切り換えかた
(� 初期設定 2 90ページ)」を参照し
て、初期設定メニューを表示します

(FUNCTION) ボタンを
押す

コントラスト切り換えモードが表示さ
れます

cまたはdボタンを押す

コントラストを切り換えます

Contrast 1 ：cを押す
(正面から見やすい画面にするとき)
Contrast 2 ：dを押す
(斜め上から見やすい画面にするとき)

(BAND) ボタンを
押す

初期設定メニューが解除され、電源が
OFFになります

4

3

2

1

初期設定

6
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RCA外部出力設定

RCA外部出力から
出力される信号を選ぶ

本機のRCA外部出力に外部アンプを接続し
て、リアスピーカーまたはサブウーファー
を使用できます。接続するスピーカーに応
じて、RCA外部出力から出力される信号を
選んでください。

ご注意
●本機に5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-P9」
を接続しているときは、この機能は使用できま
せん。

初期設定メニューを表示する

「初期設定メニューの切り換えかた
(� 初期設定 2 90ページ)」を参照し
て、初期設定メニューを表示します

(FUNCTION) ボタンを
押す

RCA外部出力設定モードが表示され
ます

cまたはdボタンを押す

RCAの出力方法を切り換えます

S/W ：cを押す
(サブウーファーを接続するとき)
Rear ：dを押す
(リアスピーカーを接続するとき)

(BAND) ボタンを
押す

初期設定メニューが解除され、電源が
OFFになります

4

3

2

1

初期設定

7
デジタルアッテネーター

音の歪みを補正する

イコライザーカーブの調節をすると、音が
歪むことがあります。デジタルアッテネー
ターを使うことで音の歪みをなくし、心地
よい音で音楽を楽しむことができます。

メモ
●イコライザーカーブの調整で、レベルを高く設
定した周波数の音が歪むことがあります。イコ
ライザーカーブの調整で音が歪んだように感じ
たときは、「Low」に設定してください。通常
は、音質の優れた「High」でご使用ください。

初期設定メニューを表示する

「初期設定メニューの切り換えかた
(� 初期設定 2 90ページ)」を参照し
て、初期設定メニューを表示します

(FUNCTION) ボタンを
押す

デジタルアッテネーター切り換え
モードが表示されます

cまたはdボタンを押す

デジタルアッテネーターを切り換えます

Low ：cを押す
High ：dを押す

(BAND) ボタンを
押す

初期設定メニューが解除され、電源が
OFFになります

4

3

2

1

初期設定

8
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ミュート/アッテネート切り換え

ミュート/アッテネートを切り換える

本機は、ミュート機能のある製品からミュー
ト信号を受け取ったときに、一時的に音量を
減衰させます。ミュートに設定した場合、音
量は0になります。アッテネートに設定した
場合は、設定内容に応じて、もとの音量の
1/3または1/10に変化します。お好みに合
わせてミュートまたはアッテネートに設定し
てください。

ミュート／アッテネート機能について
●ミュート機能のあるパイオニア製ナビゲーショ
ンユニットなどと本機を組み合わせると、その
製品からミュート信号を受け取っているときだ
け、ミュートまたはアッテネート機能が働きま
す。ミュート信号を受け取っているとき、音量
は以下のように変化します。
ON ：音量は0になります。
10dB ：もとの音量の約1/3になります
(10dBアッテネート)
20dB ：もとの音量の約1/10になります
(20dBアッテネート)

●ミュートまたはアッテネート機能が解除される
と、自動的にもとの音量に戻ります。

初期設定メニューを表示する

「初期設定メニューの切り換えかた
(� 初期設定 2 90ページ)」を参照し
て、初期設定メニューを表示します

(FUNCTION) ボタンを
押す

ミュート／アッテネート切り換え
モードが表示されます

cまたはdボタンを押す

ミュート／アッテネートの設定を
選びます
切り換わる順番は、次のとおりです。

(BAND) ボタンを
押す

初期設定メニューが解除され、電源が
OFFになります

4

Mute:ON ( ミュート )

Mute:10dB (10dB アッテネート )

Mute:20dB (20dB アッテネート )

3

2

1

初期設定

9
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エバースクロール切り換え

タイトルのスクロール
方法を変える

ディスプレイに表示される文字のスクロール
方法を変えることができます。タイトルな
どの文字を常にスクロールさせたいときは、
この機能をONにしてください。一度だけス
クロールさせたいときは、この機能をOFF
にしてください。

初期設定メニューを表示する

「初期設定メニューの切り換えかた
(� 初期設定 2 90ページ)」を参照し
て、初期設定メニューを表示します

(FUNCTION) ボタンを
押す

エバースクロール切り換えモードが
表示されます

aボタンを押す

エバースクロールがONになります

bボタンを押すと、エバースクロールが
OFFになります。

(BAND) ボタンを
押す

初期設定メニューが解除され、電源が
OFFになります

4

3

2

1

初期設定

10
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オーディオリセット

オーディオ設定をリセットする

5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-P9」を接
続したとき、オーディオ設定を工場出荷時の
状態に戻すことができます。オーディオ設定
を再調整したいときに便利です。

ご注意
●本機に5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-P9」
を接続しているだけ、この機能が使用できます。

リセットされる設定について
●次の設定がリセットされます。
・スピーカーサイズ設定

(� 音の調節2 4 70ページ)
・クロスオーバー周波数設定

(� 音の調節2 5 72ページ)
・スピーカーレベル設定

(� 音の調節2 6 73ページ)
・タイムアライメント選択

(� 音の調節2 8 75ページ)
・3バンドパラメトリックイコライザー調整

(� 音の調節2 e 80ページ)
・ドルビープロロジックIIモード選択

(� 音の調節2 g 82ページ)
・ミュージックモード選択

(� 音の調節2 g 83ページ)
・SFC (サウンドフィールドコントロール)

(� 音の調節2 h 84ページ)
・オートイコライザー選択

(� 音の調節2 i85ページ)
・オートタイムアライメント＆イコライジング

(� 音の調節2 k 88ページ)
●次の設定はリセットされません。
・音量バランス調節定

(� 音の調節2 3 70ページ)
・ダウンミックス

(� 音の調節2 a 77ページ)
・ダイナミックレンジコントロール

(� 音の調節2 b 78ページ)
・ダイレクト

(� 音の調節2 c 78ページ)
・リスニングポジション選択

(� 音の調節2 f81ページ)

初期設定メニューを表示する

「初期設定メニューの切り換えかた
(� 初期設定 2 90ページ)」を参照し
て、初期設定メニューを表示します

(FUNCTION) ボタンを
押す

オーディオリセットモードが表示され
ます

aボタンを押す

リセットを選びます

確認のため、「Reset OK?」が表示されます。

dボタンを押す

リセットの確認をします

再確認のため、「Really?」が表示されます。

aボタンを押す

リセットします

「Complete」が表示され、オーディオリセッ
トが完了します。

(BAND) ボタンを
押す

初期設定メニューが解除され、電源が
OFFになります

6

5

4

3

2

1

初期設定
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その他の便利な機能
について

本機には、「時計を表示する」「交通情報を
受信する」など、知っておくと便利な機能
が装備されています。
お好みに合わせてご使用ください。

便利な機能

1
時計表示

時計を表示する

本機のディスプレイに、時計を表示できま
す。時計は、本機の電源がONのときもOFF
のときも表示させることができます。

時計表示について
●本機に時計を表示させる前に、時計を合わせる
必要があります。「時計を合わせる (� 初期設定
3 91ページ)」を参照して、時計を合わせてく
ださい。

(TI) ボタンを長く押す

時計が表示されます

もう一度 (TI) ボタンを長く押すと、
時計表示が解除されます。

メモ
●本機の電源がONのときは、時計表示中に他の
操作をすると、時計表示は一度解除されます。
この場合、25秒後に時計表示に戻ります。

1

便利な機能

2
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トラフィックインフォメーション

交通情報を受信する

高速道路などで放送している交通情報ラジオ
を、瞬時に受信できます。AM 1,620 kHzと
AM 1,629 kHzの切り換えも簡単に行うこと
ができます。この機能は、電源がOFFのと
きでも、どのソースからでも操作できます
ので、情報を逃さず受信できます。

(TI) ボタンを押す

AM 1,620 kHzの交通情報を
受信します

cまたはdボタンを押す

交通情報の周波数を切り換えます

1,620 kHzを選ぶとき ：cを押す
1,629 kHzを選ぶとき ：dを押す

(TI) ボタンを押す

交通情報の受信を解除します

交通情報を受信する前の状態に戻ります。

メモ
●交通情報を受信しているときに音量を調節する
と、交通情報用の音量として設定できます。

●交通情報を受信すると、自動的に交通情報用の
イコライザーカーブに切り換わります。交通情
報の受信をやめると、イコライザーカーブはも
との状態に戻ります。

●交通情報を受信しているときは、イコライザー
の調節はできません。

3

2

1

便利な機能

3
アッテネーター

瞬時に音量を
小さくする

車内の会話や車外の音が聞き取りにくいとき
などに、瞬時に音量を小さくできます。も
との音量へも瞬時に戻すことができます。

メモ
●この機能は、本機に付属のリモコンで行います。

リモコンの (ATT) ボタン
を押す

音量が1/10になります

もう一度 (ATT) ボタンを押すと、解除
されます。

1

便利な機能

4
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エンタテインメントを
切り換える

ディスプレイに表示されるレベルインジケー
ターなどの表示方法を変更できます。お好
みに合わせて設定してください。

(EQ) ボタンを長く押す

エンタテインメント表示が切り換わり
ます

(EQ) ボタンを長く押すごとに、次の
順序でエンタテインメント表示が切り換わ
ります。

全点灯

ASL効果量表示

スペクトラムアナライザー表示

レベルインジケーター 5

レベルインジケーター 4

レベルインジケーター 3

レベルインジケーター 2

レベルインジケーター 1

1

便利な機能

5
外部機器に合わせてデジ
タル接続に切り換える

パイオニア製のナビゲーションユニットと
5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-P9」を光
デジタルラインで接続して、本機と組み合わ
せたときに、ナビゲーションユニットで選択
したソースの音声を、AUX (外部機器) とし
て車両のスピーカーから出力できます。

ご注意
●本機に5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-P9」
を接続しているだけ、この機能が使用できます。

デジタルに設定する場合について
●ナビゲーションユニットに内蔵のプレーヤーを
ソースとして選択しているときは、本機のAUX
(外部機器) のモードをデジタルに設定してくだ
さい。

アナログに設定する場合について
●ナビゲーションユニットのテレビ、ミュージッ
クサーバーをソースとして選択しているときは、
本機のAUX (外部機器)のモードをアナログに設
定してください。

(SOURCE) ボタン
を押す

ソースをAUX (外部機器) にします
(� ここだけで 1 20ページ)

(BAND) ボタンを
押す

デジタル (D ig i ta l ) とアナログ
(Analog) を切り換えます
押すごとに、デジタル (Digital) とアナログ
(Analog) が切り換わります。

2

1

便利な機能

6
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AUX (外部機器)名称入力

外部機器の名称を
入力する

接続したAUX (外部機器) の名称を入力でき
ます。接続した機器に合わせて名称を変更
しておくと便利です。

(SOURCE) ボタン
を押す

ソースをAUX (外部機器) にします
(� ここだけで 1 20ページ)

(FUNCTION) ボタンを
長く押す

AUX (外部機器) 名称入力モードが
表示されます

AUX (外部機器) の名称を
入力して記憶させる

CDタイトル入力 (� マルチCD a 42
ページ)の手順4～ 8を参照し、同様の操作
でAUX (外部機器)の名称を入力してくだ
さい。

メモ
●外部機器の名称は10文字まで入力できます。

3

2

1

便利な機能

7
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使用できるMDについて
●下記マークの付いているMD（ミニディス
ク）をご使用ください。

●音楽用以外のMDは使用しないでくださ
い。故障の原因になります。

取り扱い上のご注意
●MDのシャッターを手であけないでくださ
い。無理にあけるとこわれることがあり
ます。

ラベルについて
●MDに付属のラベルは、必ず指定の位置に
貼ってください。指定以外の位置に貼っ
たり、2枚重ねて貼ったりすると、MDが
取り出せなくなることがあります。

●ラベルがめくれたり、浮いたりしたMDは
使用しないでください。ラベルが引っか
かり、MDが取り出せなくなります。この
ようなMDは新しいラベルに貼り換えてか
らお使いください。

シャッター

カートリッジ

MDの正しい使いかたその他

1
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保管上のご注意
●MDは、直射日光の当たるところや高温に
なるところには、保管しないでください。

お手入れについて
●MDのカートリッジ表面が汚れたときは、
柔らかいきれいな布で軽く拭いてくだ
さい。

●MDにベンジンやシンナーなどの揮発性の
薬品をかけないでください。

●MD用クリーニングディスクを使用すると
きは、クリーニングディスクの説明書や
注意書きを十分お読みください。
クリーニングディスクによっては製品の故
障の原因になる場合があります。

寒いときの結露について
●寒いとき、ヒーターを入れた直後にMDの
再生を始めると、本機内部の光学系レン
ズやMDに露が付いて、正常な再生ができ
ないことがあります。
このようなときは、1時間ほど放置して自
然に露がとれるのをお待ちください。MD
のカートリッジ表面に付いた露は柔らかい
布で拭いてください。

シンナー� ベンジン�
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故障かな？と思ったらその他

2

故障かな？と
思ったら

修理を依頼される前に、
次の表の内容をチェック
してください。

それでも
直らないときは

「保証書とアフターサービ
ス」 (� その他 4 109ペー

ジ) をお読みになり、修
理を依頼してください。

共通項目

症状 原因 処置
電源が入らない。 各リード線やコネクターが 正しく確実に接続されているかどうか、もう
動作しない。 正しく接続されていない。 一度確認してください。 (� 取付説明書)

ヒューズが切れている。 ヒューズが切れた原因を解決し、切れたヒュー
ズと同じ容量のものと交換してください。
(� 取付説明書)

音が出ない。 音量を下げている。 音量を上げてください。
音が小さい。 (� ここだけで 1 20ページ)

アッテネーターがONになっ アッテネーターを解除してください。
ている。 (� 便利な機能 4 99ページ)

前後の音量バランスの調節が 正しく調節してください。
適切でない。 (� 音の調節1 3 50ページ)

(� 音の調節2 3 70ページ)

前または後ろのスピーカー 前後の音量バランスの調節が 正しく調節してください。
から音が出ない。 適切でない。 (� 音の調節1 3 50ページ)

(� 音の調節2 3 70ページ)

左または右のスピーカーか 左右の音量バランスの調節が 正しく調節してください。
ら音が出ない。 適切でない。 (� 音の調節1 3 50ページ)

(� 音の調節2 3 70ページ)

音量が自動で変化する。 ASLがONになっている。 ASLを解除してください。
(� 音の調節1 j63ページ)



そ
の
他(

付
録)

105

ラジオ

症状 原因 処置
ラジオの受信中、“ジー 放送局の周波数が合ってい 周波数を正しく合わせてください。
ジー、ザーザー”という ない。 (� ここだけで 3 25ページ)

雑音が多い。 放送局の電波が弱い。 他の放送局を選局してみてください。
(� ここだけで 3 25ページ)

周りに障害物があるなど、受 受信状態が良くなると、雑音が少なくなります。
信状態が良くない。

自動選局できない。 放送局の電波が弱い。 手動で選局してください。
(� ここだけで 3 25ページ)

MD

症状 原因 処置
MD再生中、大きな雑音が MDが極端に汚れている。 MDを交換してください。
出る。
CDの再生が途中で止まる。 MDにくもりや水滴が付いて MDを交換してください。

いる。
録音されていないMDを MDを交換してください。
挿入した。
MDが正しい方向にセット MDを取り出し、正しい方向に挿入して
されていない。 ください。 (� ここだけで 2 22ページ)

次のページへ続く
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故障かな？と思ったら <つづき>
その他

2
「DEQ-P9」接続時

症状 原因 処置
音が出ないスピーカーが スピーカーサイズの設定が 接続しているスピーカーのサイズを
ある。 OFFになっている。 正しく設定してください。

(� 音の調節 2 4 70ページ)

スピーカーのレベル設定が 他のスピーカーのレベルとバランスを取って
極端に小さくなっている。 ください。

(� 音の調節 2 6 73ページ)

センタースピーカーを接続し センタースピーカーのサイズ設定をOFFに
ていない状態で、センター してください。
スピーカーのサイズを (� 音の調節 2 4 70ページ)
SMALLやLARGEにしている。

スピーカーを調節できない。スピーカーのサイズ設定が 接続しているスピーカーのサイズを
OFFになっている。 正しく設定してください。

(� 音の調節 2 4 70ページ)

タイムアライメントを リスニングポジションの リスニングポジションを正しく設定
調節できない。 設定が間違っている。 してください。

(� 音の調節 2 f81ページ)

スピーカーサイズの設定が 接続しているスピーカーのサイズを
OFFになっている。 正しく設定してください。

(� 音の調節 2 4 70ページ)

サブウーファーの位相が サブウーファーの設定が サブウーファーの設定をONにしてください。
切り換えられない。 OFFになっている。 (� 音の調節 2 4 70ページ)

低音域が聞こえない。 サブウーファーの設定がOFF 正しく調節してください。
で、それ以外のスピーカーの (サブウーファーを接続していないときは、
サイズ設定もSMALLやOFF フロントまたはリアスピーカーのサイズ設定は
になっている。 LARGEにしてください。

(� 音の調節 2 4 70ページ)

ドルビープロロジックIIを センタースピーカーを接続 センタースピーカーのサイズ設定をOFFに
ONにすると、音が出ない していない状態で、センター してください。(モノラル音声の場合、ドルビー
ことがある。 スピーカーのサイズ設定を プロロジックIIをONにすると、センタースピー

SMALLやLARGEにしている。カーだけから音が出力されます。
(� 音の調節 2 4 70ページ)

センタースピーカー以外の ドルビープロロジックIIが ドルビープロロジックIIをOFFにしてくださ
スピーカーから音が出ない ONになっている。 い。(モノラル音声の場合、ドルビープロロジッ
ことがある。 クIIをONにすると、センタースピーカーだけ

から音が出力されます。
(� 音の調節 2 g 82ページ)

ダイナミックレンジコント 再生しているソースがドルビー ドルビーデジタル音声にだけ有効な機能です。
ロールをONにしても効果 デジタル音声ではない。 (� 音の調節 2 b 78ページ)
がない。
DVDの音声だけ出ない。 光デジタルラインが外れて 「DEQ-P9」に、光デジタルラインを正しく

いる。 接続してください。
(� 取付説明書)
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こんなメッセージが表示されたらその他

3

MDのエラー表示
.

メッセージ（エラー番号） 原因 処置
「No Data」 ディスク名が入力されていないMDディスク名表示以外の表示に切り換えて

を再生中にディスク名表示に切り ください。
替えたとき。 (� 内蔵MD q 28ページ)

曲名が入力されていない曲を再生 曲名以外の表示に切り換えてください。
中に、曲名表示に切り換えたとき。(� 内蔵MD q 28ページ)

「TEMP」 本機の内部温度に異常があるとき。本機が正常に動作する温度になるまで
お待ちください。

「ERROR-11」「ERROR-12」 MDが汚れているとき。 MDを交換してください。
「ERROR-17」「ERROR-30」 MDにキズやひびがあるとき。
「ERROR-20」「ERROR-21」 振動などが原因で、曲の情報が MDを取り出し、もう一度入れ直してく

読みとれなかったとき。 ださい。それでも同じメッセージが出る
MDに異常 (損傷している、TOC 場合は、他のMDと交換してください。
が入っていないなど) があるとき。

「ERROR-22」「ERROR-24」 MDに異常 (損傷している、TOC 他のMDと交換してください。
が入っていないなど) があるとき。

「ERROR-23」 音楽以外の情報が収録されたMD 音楽が録音されたMDを使用してくだ
を使用したとき。 さい。

「ERROR-10」「ERROR-11」 電気系、機構系の故障が考え 車のエンジンスイッチを一度OFFにし
「ERROR-12」「ERROR-17」 られるとき。 てからONにするか、MD再生を一度や
「ERROR-30」「ERROR-50」 めてから、もう一度MD再生にしてくだ
「ERROR-A0」 さい。
「ERROR-」 MDが何らかの原因で再生しない 他のMDと交換してください。

とき。
何も録音されていないMDを挿入 他のMDと交換してください。
したとき。

TOCについて
●TOC (Table Of Contents) とは、CD・MD・
DATなどに収録されている、曲数、演奏時間、
タイトルなど、音声信号以外の情報のことです。

次のページへ続く
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こんなメッセージが表示されたら <つづき>
その他

3

オートイコライジングのエラー表示
.

メッセージ 原因 処置
「MIC ERR」 マイクが接続されていない。 音響特性測定用マイクをきちんと差し込
「Insert MIC」 んでください。

(� 音の調節1 l66ページ)
(� 音の調節2 k 88ページ)

「F-L SP ERR」 スピーカーの計測音がマイクで ソースを切り換えて、スピーカーから音
「F-R SP ERR」 拾えない。 が出るか確認してください。音が出ない
「F-SP ERR」 場合は、スピーカーリード線の接続を確
「R-L SP ERR」 認してください。 (� 取付説明書)

「R-R SP ERR」 付属のマイクを正しくセットしてください。
「SUB W ERR」 なるべく静かなところに車を停車し、車

のエンジン、およびエアコンやヒーター
を止めてください。

「Noise ERR」 周囲の騒音レベルが高すぎる。 なるべく静かなところに車を停車し、車
のエンジン、およびエアコンやヒーター
を止めてください。
付属のマイクを正しくセットしてください。
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保証書とアフターサービス

本機に関するご質問、ご相談はパイオニアカスタマー
サポートセンターまたはお買い上げの販売店にお問い合
わせください。

ご質問、ご相談は

当社は、本機の補修用性能部品を、製造打ち切り後最低
6年間保有しています。(性能部品とは、その製品の機能
を維持するために必要な部品です。）

補修用性能部品の
最低保有期間

お買い上げの販売店またはお近くのパイオニアサービス
ステーションにご相談ください。修理すれば使用できる
製品については、ご希望により有料で修理いたします。

保証期間経過後の
修理について

万一、故障が生じたときは、保証書に記載されている当
社保証規定に基づき修理いたします。お買い上げの販売
店またはお近くのパイオニアサービスステーションにご
連絡ください。所在地、電話番号は本機に付属の「ご相
談窓口・修理窓口のご案内」をご覧ください。

保証期間中の修理
について

この製品の保証期間は、お買い上げの日より1年間です。保証期間

保証書は、ご購入年月日、販売店名などが記入されてい
ることをお確かめのうえ、ご購入の際に販売店より受け
取ってください。
保証書に記入もれがあったり、保証書を紛失したりする
と、保証期間中でも保証が無効となります。記載内容を
よくお読みのうえ、大切に保管してください。

保証書

その他

4
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おもな仕様その他

5

■MDプレーヤー部
形式 ：

使用ディスク ：
信号
フォーマット：

周波数特性 ：
S/N ：

ダイナミック
レンジ：

チャンネル数 ：

■ FMチューナー部
受信周波数帯域：
実用感度 ：

S / N 50 dB
感度：

S / N ：
高調波歪率 ：

周波数特性 ：
ステレオ
セパレーション：

■AMチューナー部
受信周波数帯域：
実用感度 ：
S/N ：

■アンプ・オーディオ部
最大出力 ：

定格出力 ：

負荷
インピーダンス：

プリアウト
最大出力レベル：
出力
インピーダンス：

ラウドネス
コンター ：

イコライザー
(13バンド
グラフィック
イコライザー)：

ミニディスクデジタル
オーディオシステム

ミニディスク

サンプリング周波数：44.1 kHz
量子化ビット数：16ビット直線
20～ 20,000 Hz (±1 dB)
92 dB (1 kHz)
(IHF-A ネットワーク)

90 dB (1 kHz)
2 (ステレオ)

76.1～ 89.9 MHz
8 dBf (0.7 μV/75 Ω、
モノラル、S/N：30 dB)

10 dBf
(0.9 μV/75 Ω、モノラル)

75 dB (IHF-A ネットワーク）
0.3 %

(65 dBf入力、1 kHz、ステレオ)
0.05 %

(65 dBf入力、1 kHz、モノラル)
30 ～ 15,000 Hz (±3 dB)

45 dB (65 dBf入力、1 kHz)

522～ 1,629 kHz (9 kHz)
18 μV (S/N：20 dB)
67 dB (IHF-A ネットワーク）

50 W×4

22 W×4
(50～15,000 Hz、5 % THD)

4 Ω
(4～ 8 Ω使用可能)

2.2 V

1 kΩ

10 dB (100 Hz)
6.5 dB (10 kHz)
(Volume ：－30 dB)

周波数:
50/80/125/200/315/500/
800/1.25k/2k/3.15k/5k/
8k/12.5k (Hz)
調整幅：±12 dB (2 dB)
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ドルビーラボラトリーズの米国および外国特
許に基づく許諾製品。

メモ
●上記の仕様および外観は予告なく変更することが
あります。また、この説明書の中のイラストと
実物が、一部異なる場合があります。

オート
イコライザー：
(Front&Rear&Subwoofer 13 Band Graphic)

HPF (Front/Rear) ：

Subwoofer：

■共通部
使用電源 ：

アース方式 ：
最大消費電流 ：
外形寸法

(取付寸法)：
(ノーズ寸法)：

質 量 ：

■付属品
カードリモコン ：
音響特性
測定用マイク ：
コードユニット：
取付ネジ類 ：
取扱説明書 ：
取付説明書 ：
安全上のご注意：
保証書 ：
ご相談窓口・
修理窓口のご案内：

DC 14.4 V
(10.8 ～ 15.1 V 使用可能)

マイナスアース方式
10.0 A

178 (W)×50 (H)×162 (D) mm
170 (W)×46 (H)×14 (D) mm
1.2 kg (コードユニット含まず)

1

1
1
1式
1
1
1
1

1

周波数 (F + R + SW) :
50/80/125/200/315/500/
800/1.25k/2k/3.15k/5k
8k/12.5k (Hz)
調整幅: －12～＋6 dB (2dB)

周波数:
50/63/80/100/
125/160/200 (Hz)
スロープ:
0 (PASS)、－6 (dB/oct.)、
－12 (dB/oct.)
調整幅: －24～±0 dB (1 dB)

周波数:
50/63/80/100/
125/160/200 (Hz)
スロープ:
－6、－12、－18 (dB/oct.)
調整幅: ＋6～－24 dB (1 dB)
位相: Normal/Reverse
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この説明書は、再生紙を使用しています。

© パイオニア株式会社 2004

< KSNZX > < 05A00000 >  < CRA3717-A >〒�153-8654 東京都目黒区目黒�1-4-1

この説明書の印刷には、植物性

大豆油インキを使用しています。

パイオニア商品の修理・お取り扱い (取り付け・組み合わせなど) については、お買い求めの販売店様へお問い合わせください。
なお、修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどうかご確認ください。それ

でも正常に動作しない場合は、1 型名、2 ご購入日、3 故障症状を具体的にご連絡ください。

●パイオニアホームページ：お客様サポート http://www.pioneer.co.jp/support/index.html
(商品についてよくあるお問い合わせ・カタログの請求・メールマガジン登録のご案内など)

<下記窓口へのお問い合わせ時のご注意>
市外局番「0070」で始まる フリーフォン、および「0120」で始まる フリーダイヤル は、PHS、携帯電話などから
はご使用になれません。また、【一般電話】は、携帯電話・PHSなどからご利用可能ですが、通話料がかかります。

商品のご購入や取り扱いについてのご相談窓口

修理についてのご相談窓口
● お買い求めの販売店に修理の依頼ができない場合は、修理受付センターへ (沖縄の方は、沖縄サービスステーションへ)

修理受付センター (沖縄県を除く全国)
受付 月曜～金曜　9：30～19：00、土曜・日曜・祝日　9：30～12：00、13：00～18：00（弊社休業日は除く）

電話 ： 0120-5
ゴー

-81028
パ イ オ ニ ア

：【一般電話】 03-5496-2023
ファックス ： 0120-5-81029

沖縄サービスステーション (沖縄県のみ)
受付 月曜～金曜　9：30～18：00（土曜・日曜・祝日・弊社休業日は除く）

電話 ：【一般電話】 098-879-1910
ファックス ： 098-879-1352

部品受注センター
受付 月曜～金曜　9：30～18：00、土曜・日曜・祝日　9：30～12：00、13：00～17：00（弊社休業日は除く）

電話 ： 0120-5-81095
：【一般電話】 0538-43-1161

ファックス ： 0120-5-81096

部品のご購入についてのご相談窓口
● 部品（付属品・リモコン・取扱説明書など）のご購入については、部品受注センターへお問い合せください。

カスタマーサポートセンター（全国共通フリーフォン）
受付 月曜～金曜　9：30～17：00、土曜・日曜・祝日　9：30～12：00、13：00～17：00（弊社休業日は除く）

●カーオーディオ／カーナビゲーション商品のご相談窓口およびカタログのご請求窓口
： 0070-800-8181-11
：【一般電話】 03-5496-8016

●ファックス受付 ： 03-3490-5718
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